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第Ⅳ群土器 縄 文時代後期 の土器

Ａ類 弥栄平式 に比定 され る土器 （１０－１２・１３、 １１－１）

１０－１２は 口縁 に ５つの三角形状突起 を巡 らす。 １０－１３は縄 文施文後、沈線で 区画 し縄文 を磨消 して

いる。１１－２は壺 の 口縁部 片であ る。頚部が直立す る器 形であ る。文様 は ５条 １単位 のハ ケ目状工具

で横位 ・縦位 に施文 し、交差 した部分 に浅い沈 線で丸 く施文す る。 また、工具痕の間 をなぞ るように

沈線が施 され る。

Ｂ類 十腰 内 Ⅰ式 に比定 される土器 （１１－２～ ８）

すべて沈線文 のみで文様 を構 成す る。横位 の沈線 （１１－２ ・６）、入 り組 み状文 （１１－３～ ５）、菱

形文 （１１－７ ・８） １１－２は浅鉢 の口縁部片である。器形は、折 り返 し口縁 直下 と頚部で強 く屈曲す る。

断面は非常 に薄 い。文様 は横位 に沈線 を巡 らす。 １１－４は沈線 によ り入 り組み状文 を構成す る。その

後 器面全体 を磨いて いる。 １１－４ ・５は壺の胴部片で ある。 ２条 １単位で入 り組み状文 を構成す る。

６は壺 の胴部片で ある。浅 い沈線が横位 に施 され、器面全体 も磨かれ る。胎土は石英 を多 く含み、焼

成 も良好 である。 １０－７ ・８は沈線 を菱形 に施す土器 である。器 面 を横位 にナデ調整 した後、沈線が

施 され る。 １０－７は無文 部分 と菱形文 との区画 に沈線 が横位 に施 され る。 １０－８は左下 （右上）方向

に沈線が施 された後、左上 （右下） 方向に沈線 をつける。胎土 は雲母 の混入が見 られる。

Ｃ類 十腰 内Ⅱ式に比定され る土器 （１１－９～１２） １１－９ ・１０・１１は 口縁部片の同一個体である。

波状 口縁で あ り、 口縁付近がやや内湾す る器形 である。 口唇部 は平坦 に面取 りしている。文様は Ｌ

Ｒ縄文 を横位 に施文 し、器形 に平行 して ４条 の沈線 を巡 らす。縄文は密で非常に細 かい。波頂部直下

等 に Ｓ字状沈線 を縦位 に施 した後、管状 工具 で刺突文 をつ ける。波状部の 口唇には内外面 にまたがせ

て刻み をつける。 内面調整は、横位 に丁寧な ミガキ を施す。 １１－１２は浅鉢の 口縁部片 である。 ＬＲの

縄文 を口縁部付近 に施文 した後、横位の沈線 を４条施す。縄文 は密で非常 に細か い。

Ｄ類 後 期 に相当する土器 （１１－１３～２１）

１ 無文土器 １１－１４・１５は無文土器 の一群であ る。共 に横方向のケズ リ、 ヘラミガキが見 ら

れ る。 １１－１４はほぼ 直立す るよ うな器形で、 口唇部は面取 りして平坦で ある。 口縁付近 にススが付着

す る。 １１－１５は底部付近の破片で横方向のケズ リ ・ナデが見 られる。胎土は砂粒 ・雲母が多量混入す る。

２ 縄文 のみ施文 された土器。 １１－１８・１７・１９・１６は胴部片で ＲＬ縄文 が横位 に施文されて

いる。条 と条の間隔が広 く、あ る程度器面が乾燥 した段階で縄文を施文 した と思 われ る。胎土 は砂粒 ・

雲母 を多 く含 む。 １１－２０・２１・２２は同一個体 で ある。 口縁はわず かに内湾 する器形で ある。 ＬＲ縄

文 を口縁か ら胴 部にかけて横位 に施文 し、 口唇部は縄文施文後 に粘土 を使って、再度成形 している。

口唇 は面取 りして平坦であ る。内面調整は横方 向のミガ キを施す。

（坂本 真弓）

－ １３３－
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第 ２節 石器 （第１２図～第１３図）

石 器類は全て遺構外か らの出土で、総数４９点あ る。 これ らを素材 ・形態 ・使用 痕跡か ら器種 ごと

に分けた。器種は、石鏃 ・石槍 ・石匙 ・ス クレイパー ・剥片 ・敲石 ・磨石 ・礫器 ・砥石 ・硯 などがある。

このうち、剥片２７点 は報告書 に掲載 しなか った。以下 に、器種別 に石器 の特徴 を述べてい く。

石鏃 （１２－２ ・３） ２点出土 した。 いず れも石質 は珪質頁岩で ある。 ２点 とも無茎鏃 に大別 され、

さ らに基部の作 出法方 によ り細分 され る。

２は、基部が直線 的な平基無茎鏃 で ある。尖頭 部は欠損 してお り、欠損部は被熱によ りハ ジケ とん

だ印象 を受ける。 ３は基部 に抉 りのあ る凹基無茎鏃 である。

石槍 （１２－１） １点 の出土 で、 石質は珪質頁岩で ある。尖頭部 に欠損 がみ られ る。両面調整で丁

寧な押圧剥離によ り整形 され る。器形は大形な木 の葉型 である。

石匙 （１２－４ ・５） ２点 出土 した。 いずれ も石質は珪質頁岩である。

形状によ りさ らに細分 され る。 ４は横型の石匙 である。 刃部 は急角度な剥離調整をいれて作 出して

いる。 ５は幅広な縦型 の石匙である。背面のみの片面調整で、丁寧な押圧剥離 を施 し刃部 を作 出す る。

腹面 には、連続す る微細剥離痕 を持つ。 つまみは長軸 上か らずれた ところに作出 され、バル ブは除去

されている。

削器 ・掻器類 （１２－６～ １５） １０点 出土 した。石質は全 て珪質頁岩である。 刃部の作 出方法によ り、

細分 される。

Ⅰ類 両面の周縁部 に剥離調整が施 される もの （６～１１）

Ⅱ類 側縁部 に、極浅形剥離が施 されている もの （１２）

Ⅲ類 側縁及び端部 に、使用 による刃 こぼ れ状 の微細剥離が認め られ るもの （１３、 １４）

６は両面に丁寧な押厚剥離 を施 し整形 される。側縁 に連続す る微細剥離痕 を持つ。７は長軸上の下端

部 に急角度 な調整 を施 し刃部 を作出 してお り、掻器 的なものと思われ る。刃部の縁辺 には微細剥離痕が

み られる。９は末端が ヒンジフラクチャーになる縦長の剥片を素材 とし、そ の側縁 に刃部調整が施 され る。

礫器 （１３－１） １点 の出土で、石質 は頁岩である。

素材の一端 を打 ち欠 いて刃部 を作出 した ものである。 刃部付近 には、わず かに擦痕 も認 め られ る。

両側縁には剥離痕 と敲打痕がみ られる。

磨石 （１３－２～ ４） ３点 の出土で、石質は全て安 山岩 である。

使用痕跡 によ り細分 され るが、本遺跡で出土 しているのは、 Ⅰ類 とⅢ類である。

Ⅰ類 自然礫 の側縁及び稜 に、磨面を持 つ もの。（２、 ３）

Ⅱ類 自然礫 の器面 に磨 り面 を持つ もの

Ⅲ類 自然礫 の器面 に磨面 と敲打痕を持 つ、複合機能 のあるもの。（４）

Ⅰ類は ２点 ともに、機能面 を持つ側縁 が直線 的になる。機能面 は、幅狭で、平坦 であ り、両縁 に剥

離 を持つ。 剥離 のバルブは磨面 によ り切 られている ものが多 い。 Ⅲ類 の４は側縁 か ら端部 にまでおよ

ぶ磨面を持 つ。磨面 の形状は幅広で、緩 やかな凸状になる。器面 の片面 に凹み ・浅 い敲打痕 を持つ。

敲石 （１３－５） １点 出土 した。石質はチ ャー トである。

砥石 （１３－６）遺構外 か ら １点 の出土で ある。石質は細粒 凝灰岩で ある。

硯欠損品 （１３－７） １点出土 した。石質は粘板岩 である。 （小山 浩平）

－ １３５ －
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第 ３章 まとめ

本調査で検出した遺構は、土坑２３基、竪穴遺構 １基、焼土 ３基、道跡 １条である。出土遺物は、

縄文時代早期中葉か ら縄文時代後期の土器 と石器などが出土した。以下にこれ らの遺構と遺物につい

て簡単なまとめを行 う。

検出した土坑を形態別にみると、溝状土坑が２０基、フラスコ状土坑が １基、円筒形土坑が ２基に

分けられる。以下に溝状土坑と円筒形土坑について記述する。

溝状土坑は、狩猟用の落 とし穴であったものと考えられ、調査区南側の沢に面 した平坦地のグリッ

ドライン４０～５０に集中してつくられているものと、調査区北側の斜面部につくられているものに分

けることができる。規模的には、ほぼ同一で長軸で３．５ｍか ら４ｍほどである。深さは最大 ２ｍか ら

１ｍほどでバラツキがあるが、南側平坦面は地形を改変されているため削土されているものが多いも

のと判断している。南側平坦部につくられている１５基の長軸方向は、主にＮ－６０°－Ｅか らＮ－１１０

°－Ｅの範囲で、東西方向に主軸を於いてつくられている。 これは、調査区北側の斜面地で検出され

たものとほぼ同じ軸方向で、斜面地の溝状土坑 との関連性があるもの考えられる。他の遺跡検出の溝

状土坑の構築要因をみると、一つの特性 として、斜面に平行 してつくられる傾向がある。本遺跡の溝

状土坑でも、前述のように傾斜地のものは、斜面に平行 してつくられており、追い込むという狩猟方

法を考えた場合に、南側平坦部も全体的な地形からしてみれば、斜面から下り傾斜が集約する部分で

もあることから、溝状土坑が集中してつくられたものではないだろうか。南側平坦部の溝状土坑の中

には、地震によってズレているものとズレていないものがあることから、すべての溝状土坑が同一時

期に機能していたとは考えられないが、構築するうえでの基本的な考えは共通していたように思われる。

溝状土坑の構築機能時期は、明確にできないが、第１７号土坑堆積土から出土した遺物か ら、縄文時

代後期前葉以前であった可能性がある。

溝状土坑以外に落 とし穴として機能したと思われるものに、第Ⅴ層の中掫浮石層下層面で検出した

円筒形土坑がある。円筒形土坑は、いずれも円形で小穴を有 している。第 ２編寺山（３）遺跡の斜面に

検出された土坑群 とほぼ同じで、落とし穴として機能したものと考えられる。時期は、検出層位から

縄文時代前期前葉以前と思われる。

また、中掫浮石層下層面か ら検出された焼土は、周辺から柱穴など検出されないことから、住居に

伴うものとは考えられない。焼土の周辺から縄文時代前期初頭の土器片が出土していることと、落と

し穴の検出から、該期にキャンプサイ トとして利用 した痕跡の可能性がある。

出土遺物は、縄文時代早期から後期にかけての縄文土器が８３９点、石器４９点が出土 した。このうち、主

体をしめるのは縄文時代前期初頭と縄文時代後期である。縄文時代早期の土器は胴部に貝殻押 し引き文

を施文する土器で縄文時代早期中葉の吹切沢式に相当する。縄文時代前期初頭の土器群は ０段多条の

単節縄文を多方向に回転施文するものが多い。縄文時代中期の土器は大木 ８ａ式土器で １点出土した。

縄文時代後期の土器は十腰内 Ⅰ式に比定されるもので、単節縄文を横位に回転するものが多くみられた。

以上、本調査区の平窪（２）遺跡は、落 とし穴を構築するような縄文時代の狩猟域としての土地利用

が行われていた。調査区周辺の沢地に面 した地域には落とし穴群が続いている可能性がある。

（坂本真弓）

－ １３８－
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      第1章   基本土層（第2図、第3図）

  調査区内の地層については、基本的に平窪（1）遺跡と平窪（2）遺跡と同じであるが、館跡という遺

跡の特性から大きく改変している。後述する上段の平場部分では、第Ⅰ層の表土以下が、第３編に記

載した第Ⅹ層ないしは第ⅩⅠ層となっている部分も多く、下段の平場では第Ⅴ層の中掫浮石が部分的に

みられるが、大部分は第Ⅵ層ないしは第Ⅶ層の基盤層面となっており、第Ⅱ層から第Ⅳ層の自然堆積

層は欠層している。第２図に調査区東側境界面の土層を示したように、第Ⅰ層の表土層は、近現代の

撹乱が激しく、第Ⅰ層以下の層については、黒褐色土や灰黄褐色粘質土にローム粒や細ブロック、焼

土粒、炭化物粒が混入する。全体的に層厚はなく、土色や混入物なども漸移しているため、明確に分

層できない。そのため、遺構の堆積土であるのか館造成、改築の際の整地層および盛土であるのか判

別できなかった。特に、同図土層Ｅ－Ｆライン南側（上段の平場）では小穴や焼土痕が混在し、不明

確な部分が多い。この遺構が密につくられている部分の土層は、黄褐色土が主体であり第Ｃ層とした。

この第Ｃ層の上層の第Ｂ１層は、段差を埋めるように厚く盛られており、この層中より、第・図・の

白磁のほか陶磁器類が多数出土していることから、館機能時の埋土と考えている。この上位層の第Ａ

層中からも陶磁器類の出土が多いほか、第Ａ層の上面で遺構を検出していることから、館改築時の整

地土であるものと考えている。



第 ２章 検出遺構と遺物

概 要

本館 跡は、平窪 （１）遺跡 の南側 の丘陵地 に立地 してお り、遺跡 とは幅約７０ｍ、 比高差約１５ｍ程の

沢 によって隔て られている。 館跡の規 模 と構成 は、『青森県 の中世城館』 によると、「舌状に張 り出す丘

陵を堀 切によ り区画 した、東西二 つの郭 によ り構成 され る。東郭 の規模 は、東西約 １００ｍ、南北約

９０ｍ、 西郭 は、東西約６０ｍ、南北約 １００ｍ あ り、郭 を分 ける堀 は幅約３０ｍ、深 さ ３ｍ程 の二重堀で

ある。」館 跡の起源 につ いて は不 明であ り、館主 につ いて は、『館持御 支配帳』 に 「伝法寺館四百石、

津村伝右衛門」 とあ り、津村氏の居館 とされ ているが、詳細 につ いて は不明である。

本館跡 の構造 と機能等 については、後述の 「伝法 寺館跡 の縄張 りにつ いて」で述べ られている。

本調査 区は、東郭内 に通 された国道 ４号線 の脇 にあたる。館跡北側 の斜面 と国道の法面部分 を含め

た狭長 な範 囲で ある。調査区内の標高は約５２ｍ～５７ｍで中央部分に段 差が作 られて いる。

調査 によ り、館跡 には新期 ・古期の二時期 の画期 があ り、新期 には斜面 を大規模 に改変 している。

検 出遺構は、掘立 柱建物跡 ３棟 ・掘立柱建物 跡 に関連す る小穴 （柱 穴）２１３個 ・竪穴建物跡 １６棟 ・竪

穴住居 跡 ２軒 ・溝跡 １条 ・土坑 ３４基 ・焼土範 囲２２箇所で ある。遺構 は調査区内 に重複 してお り、大半

のものが館機能時に作 られた ものである。 ほか に、縄文時代 と平安時代、近世に比定されるもの もある。

これ らの遺構 を調査時 には略号で呼称 し検 出順 に番 号を付 したが、精査段階で遺構 と認定 され ない

もの につ いては欠番 と した。 欠番は ＳＫ －１９と ＳＫ －２３である。 また、 ＳＩ－ ５とＳＩ－ ９は精査お

よび整理段 階で遺構名 を変更 した。

出土遺物は、陶磁器類、鉄製品のほか これ らと混在 して土師器 も相 当数出土 して いるが、細片が多い。

また、 国道 ４号線建設の際 に鉄製の甲が出土 してお り、十和 田市郷土館 に保管 されて いるが詳細 は不

明である。

第 １節 削平地 ・段 ・斜面 （第 １図、第 ３図）

削平地 ・段 ：本調査 区には現況 で、 第 １図 の地形 図に示 したよ うに、 １２グ リッ ドの Ｓ－１２ライ ン

を境 に急傾斜 にな って いる部分があ った。表土面 か らの撹乱 も 目立 ち、 当初は国道建設の際の影響 と

思われ た。調査 によ り、表土直下の暗褐 色土、第 Ａ層面は北側斜面縁辺 まで続 いてお り、壁 面の第 Ａ

層面か ら遺構 の掘 り込みが確認 された ことか ら、館跡構 築時に造成 されたものであ ることが判明 した。

段差 は緩傾斜で比高差 は約 １．５ｍあ り、 この段 を境 に、上段 の平場 と下段 の平場 に分け られ る。館内

を区画す るため のもの と考えている。

下段の平場は、段直下の面から緩やかに傾斜 しながら北側縁辺まで延びている。第 ３図の土層Ａ－

Ｂに示したように、館跡に二時期の画期があったものと判断している。第 ４図に示したように、多数

の焼土跡と柱穴と考えられる小穴が検出された面は、館跡の最終機能時期 （新期面）と考えられ、前

段階 （古期面）の遺構を埋め戻して作 られている。 この古期面についても土質から整地盛土層と判断

され、段差が自然地形の状態とは考え難いことか ら、古期の段階にも基盤層面で機能していた時期と

第Ｂ １層上面で機能していた時期があったものと考えられる。

上段の平場にも、新 ・古、二時期ないしは三時期の機能時期があったと思われるが、表土直下が基
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盤層面で遺構が混在しているため明確 に捉えることができなかった。

斜面 ：ここでいう斜面とは、調査区北端部の斜面である。館跡の外まわ りを形成するもので、 自然

地形を利用 して造成されているものと推測された。斜面縁辺部の古期面には竪穴建物跡群があり、 こ

の遺構群 とそれ以前の遺構である平安時代に比定される住居跡は、斜面に削られていることか ら、新

期面造成の際に大規模な地形改変が行われたものと考えている。

第 ２節 掘立柱建物跡

前述の段を境に区画された上段の平場と下段の平場からは、柱穴として機能したと思われる小穴が

総数 ２１３個検出された。大多数の小穴は、掘立柱建物、柵のような構造物であったと考えられるが、

小穴規模のバラツキと間隔や並びのバラツキが多 く復元できたものは ３棟だけである。

第 １号掘立柱建物跡 （第 ４図）

［位置］調査 区上段の平場 Ｉ－ ６ ・７グ リッ ドに位 置す る。［重複］ 第 １８号土坑 および他 の小穴 と重

複す るが新 旧は不明である。［規模］ 調査区外 へ延 びるため詳細は不明だが、検出 した部分で ２間 ３間

以上 の掘立柱建物跡 と考 え られる。［柱穴］柱穴 の規模 は２０㎝ ～最大 ６０㎝ で、深 さは概ね８０㎝ にまと

まる。上端部形状が不整形 になるものが多 く抜 き取 られて いる可能性 がある。［柱 間寸法］ Ｐ １とＰ２

間が２．１ｍ、 Ｐ ２と Ｐ ３、 Ｐ４とＰ ５間は ２ｍで ある。 Ｐ ３とＰ４間が １．５ｍ あ り、平均寸法は約 １．６

ｍで ある。［年代］ 新期 ・古期 いず れの時期 に属す るか 明確でな いが、館機能時の もの と思われ る。

第 ２号掘立柱建物跡 （第 ４図）

［位置］調査区北側下段 の平場 Ｉ・Ｈ－１８・１９グ リッ ドに位置す る。新期面の焼土 を囲むようにある。

［規模］調査区外へ延びるため詳細 は不明であるが、 Ｐ １か らＰ ８で構成 される、おそ らく３間 ２間

の掘立柱建物跡 と考 え られ る。［柱穴］柱穴 の規模 は２０㎝～５０㎝ である。 深 さはバ ラツキがあ りＰ １

～ Ｐ ５は７０㎝ ～９０㎝ 前後 、 Ｐ６とＰ ７は約３５㎝、 Ｐ ８は６０㎝で ある。［柱間寸法］ Ｐ １～ Ｐ ８までの

各柱 間寸法 は約 ２ｍ強で ある。 Ｐ ７とＰ ８間が２．２ｍ とやや短 いが平均 寸法 は２．４ｍで ある。 Ｐ １と対

す る Ｐ７まで の柱 間寸法 は５．８ｍ、 Ｐ ４とＰ ５間は５．５ｍ である。［そ の他］本遺構 の周囲 には同一 レベ

ルで多数 の小穴が存在する。新 旧関係 が不 明な ものが多 いが、おそ らく作 り替えが頻繁 に行われてい

たもの と思われ る。 これ らの 中か ら、本 建物跡 に付 随す る可能性 のある柱 列があ る。 Ｐ ９～ Ｐ１４で

構成 され るもので、建物 跡 と近接 してあるが柵 の可能性 があ る。小穴 の規模 は約２０㎝程で、南側 の

Ｐ ９～ Ｐ１１の深 さは５０㎝ ～６０㎝ であ る。西側 の Ｐ１２～ Ｐ１４は深 さ４０㎝前後 にまとま りを見 せる。

各柱 間隔は Ｐ ９～ Ｐ１１間が 各２．１ｍ、 Ｐ１２～ Ｐ１４間が各 ３ｍ で均一で ある。［年代］新期面上 の焼 土

痕 に関連す るものと考え られ、館 跡最 終時期 の もの と判断 して いる。

第 ３号掘 立柱建物跡 （第 ４図）

［位置］調査 区下段の平場 Ｉ ・Ｊ－１３グ リッ ドに位置 し、段 の直下 に作 られて いる。［重複］ 第 ２号

竪穴建物跡 と重複す るが新 旧は不明である。 また、各柱穴 の重複 も不明である。 Ｐ８は第 ２号竪穴建

物跡 の柱穴 と重複 して いる。［規模］ 一部小穴 を検 出できなか ったため詳細は不明であるが、 Ｐ １か ら

Ｐ１２ない しＰ１３で構成 され る、 ２間 ２間の掘 立柱建物跡 と考 え られる。［柱穴］ 柱穴の規模 は５０㎝ か

ら６０㎝ と大型 である。上端 が不 整形で抜 き取 られてい る可能性 がある。深 さにはバ ラツキがあ り、
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Ｐ １の最大 １．２ｍか らＰ ４の１．１ｍ、 Ｐ ７の８０㎝ と側柱 に深 い傾 向がある。 その他の ものは３０㎝ ～５０

㎝ 程であ る。［柱 間寸法］柱 間寸法は最大 Ｐ ４とＰ６の３．２ｍで あるが、 Ｐ ５とＰ６をとれば 対す るＰ

１とＰ１０の間隔 とほぼ 同 じで ある。他の柱間寸法は約１．９ｍ か ら２ｍ強であ る。［その他］ Ｐ１１および

Ｐ１２とＰ１３は、 Ｐ ２とＰ ９、 Ｐ ５とＰ ６の中間に位置 してい ることか ら、本建物跡 の間仕切 りない

し補助 的な ものの可能性が ある。 Ｐ１４とＰ１５は直 接本 遺構 に係わ るものか不 明で あるが、 Ｐ４とＰ

７に対応 して いる。［年代］新 期 ・古期 いずれ の時期か不明だが、館跡 に伴 うもの と考 えて いる。

第 ３節 竪穴建物跡 （第 ５図～第 ９図）

本遺構は、浪岡城跡の調査で工藤清泰氏が定義した （浪岡城跡Ⅶ ：１９８３）、方形および長方形を基

調とした竪穴遺構の底面に、柱穴 としての小穴配置があるものである。

平面規模的には長軸が約 ２～３ｍ程で、底面の隅と壁際にほぼ等間隔に柱穴を持つ。遺構の分布は、

段の下の平場に多く、特に斜面際には重複し密集 して作 られている。

土坑として分類した第 ２号 ・１１号 ・１５号 ・２７号土坑も、本遺構類である可能性が極めて高い。

第 １号竪穴建物跡 （第 ５図）

［位置と確認］調査区南端 Ｉ－２グリッドに位置する。表土直下が八戸浮石流凝灰岩面となっており、

同面に黒色の不整形な落ち込みで検出した。［重複］第１０号土坑 と重複し、本遺構の方が新しい。［平

面形 ・規模］大部分が調査区外にあるため全体形は不明である。検出した部分は、北辺隅一部分で

２．５ｍ程ある。検出面から底面までの深さは １ｍある。［堆積土］ ７層に分けられる。第 ８層は柱穴内

堆積土である。主体は黒色土で、地山の黄褐色土や軽石層、凝灰岩層のブロックを混入する埋土である。

調査区壁面の土層観察か ら、第 １層部分と第 ５層上面を境に他の遺構が重複 している可能性もあるが、

面および形状を捉えることができなかった。［底面 ・壁］底面は中央に向かい窪んでいる。壁は底面か

ら直に立ち上がる。［柱穴］ ２個検出した。隅にあるＰ １は深さ４７㎝でやや斜めである。Ｐ２との間

隔は約１．２ｍある。［出土遺物］堆積土および底面から陶磁器と鉄滓が出土した。

第 ２号竪 穴建物跡 （第 ５図）

［位置 と確認］下 段の平場 Ｉ－１４グ リッ ドを中心 に位置す る。 黒色土の不整形で検 出 した。［重複］

第 ６号 ・１２号土坑お よび第 １号掘 立柱建物跡 と重複す る。第 ６号土坑よ りは新 しいが、第 １２号土坑

と第 １号掘立柱建物跡 とは不明である。他、底面 に ２基 の土坑 を検出 したが、 これ らは本遺構 に伴 う

ものと して扱 った。［平面形 ・規模］ 一部調査 区外 にかか るほか、東辺の壁を捉 える ことができなかっ

たため詳細 には判 らないが、舌状 に張 り出すスロープを もつ形態の可能性が強 い。規模は長軸約４．５ｍ、

短軸３．５ｍ程のス ロープ部分 を除 けば ほぼ方 形で あったもの と思 われる。検 出面 か らの深 さは最大３０

㎝である。［堆積土］黒色土の単一層であるが、 埋土 か 自然堆積か判断 しかねる。［底面 ・壁］ 底面には

小 さな凹 凸が み られ、 やや硬化 した感 じがす る。［柱 穴］ ２７個 の小穴を検出 した。掘立柱建物跡 の柱

穴 と重複 しているほか、新 旧不明の小穴があ り、本遺構 に付随す る柱穴 を明確 にできなか った。各小

穴の規模 と掘 形に沿 うような配置か ら、 Ｐ番号を付 した Ｐ １か らＰ ７までが本遺構 に付随す るもの と

考 えて いる。 東側 の柱穴 には抜 き取 り痕が ある。［そ の他］ ２基の土坑 を検 出 した。土坑 １は １ｍ ×

７０㎝ の楕円形で、底面か らの深 さは４０㎝ ある。埋 め られている。土坑 ２は １ｍ ×８０㎝ の不整楕 円形で、
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底面か らの深さは約２０㎝である。底面の長軸両端に１５㎝程の深さの小穴がある。土坑 ２の第 １層は

焼土で、本遺構が火を焚くための掘 り込みであった可能性がある。［出土遺物］堆積土と底面か ら土師

器が出土した。

第 ３号竪穴建物跡 （第 ５図）

［位置 と確 認］ 下段 の平場 Ｊ－１５グ リッ ドに位置す る。 国道 に接す る撹乱 の顕著 な部分であ るが、

中掫浮石層面で不整形な落ち込 みで検 出 した。地形は北 に向かい傾斜 している。［平面形 ・規模］ 国道

建設 の際に北側 と西側 を削 り取 られ ている。 遺存す る南辺部分で約３．５ｍあ る。［堆積土］ ４層 に分 け

られ る。第 ２層～ ４層は埋 土か廃棄土 と判 断 して いる。第 １層は判断 しかね る。［底面 ・壁］ 底面 は起

伏が あ り、 北に向かい傾斜 して いる。 また、図示で きなか ったが底面 出土 の石 製品 を中心に６０～７０

㎝ の範囲で浅 く窪 んで いる。遺 存す る南辺 の壁は脆 い。［柱穴］ ６個検 出 した。 Ｐ １を除けば、径が

２０～３０㎝ のもので ある。深 さにはややバ ラツキ がある ものの Ｐ ２か らＰ ４が本遺構 の側柱で あった

ものと考 え られ る。［その他］遺構 内に溝 と焼土 を検出 した。溝は最大幅２０㎝、 長さ１．１ｍ、深 さ１０㎝

で Ｐ ２か らＰ １へ延びるよ うに作 られ ている。焼土は、柔 らか く土 も若干混入 して いることか ら面的

に焼かれた ものではな く、廃棄 の焼土 と思われ る。石製品の脇 に浮いた状態で検 出されたが、石製品

の上面 とほぼ同 じ高 さで石 製品も焼 けて いる ことか ら関連する もの と考 えている。［出土遺物］底面 の

ほぼ 中央か ら焼けた軽石 製品 と壁 際か ら礫が 出土 した。［小結］焼 土や遺物 か ら、工房的な役割 をもっ

た建物跡であった可能性 がある。

第 ４号竪穴建物跡 （第 ６図）

［位置 と確 認］ 上段 の平場 Ｉ－４ ・５グ リッ ドに位置 する。検 出時 には、第 ５号竪穴建物跡 と重複す

る土坑 （ＳＫ－ ９） としたが、規模 と小穴か ら竪穴建物跡 とした。［重複］第 ５号竪穴建物跡 と重複 し、

本遺構の方が古い。［平面形 ・規模］重複 と、国道建設の際の削土 によ り全体形 は不明である。検 出し

た北 辺で２．５ｍある。［堆積土］堅 い灰黄褐色土の単一層で ある。［底面 ・壁］底面 は平坦で ある。底面

も壁 も八戸 火山灰流凝灰岩層で堅 くしっか りしている。［柱穴］柱穴と考え られ る小穴は ４個検出 した。

Ｐ １～ Ｐ３は連なるよ うに重複 している。作 り替えであろうか。 Ｐ １か らＰ４までの間隔は１．２ｍある。

第 ５号竪穴建物跡 （第 ６図）

［位置 と確認］上段の平場 Ｉ－ ４ ・５グ リッ ドに位置す る。［重複］第 ４号竪穴建物跡 と重複 し、本遺

構 の方が新 しい。［平面形 ・規模］一部調査 区外 に延びて いるほか、国道建設 の際 の削土によ り壊 され

ているため詳細 には判 らない。 検出 した部分 の東西方向で２．８ｍ、 南北方向で４．１ｍ ～４．３ｍあ る。深

さは約５０㎝で ある。［堆積土］竪穴 内堆積土 は ６層 に分 け られ る。各土層面 で土層 を対比 させ ること

がで きなか ったが、全体 的に各 自然堆積土 の混合す る埋土であ る。 間層 としたものを除けば 各層 とも

堅 く緻密で ある。［底面 ・壁］底 面は平坦で、壁 は直 に立ち上がる。［柱 穴］柱穴 と考え られる小穴 は ５

個検 出 した。 Ｐ ５を除き、 南辺の Ｐ １とＰ２、北辺 のＰ ３とＰ４の間隔はほぼ 同じで、 Ｐ １とＰ３、

Ｐ ２と Ｐ４もほぼ等間隔で対 峙す る ことか ら、本遺構 の主柱穴であった と考 えている。 Ｐ ５は規模的

に小さ く補助的な もの と考 え られる。［小結］本遺構 は他 の竪穴建物跡よ り大 き く、規模的に第 １号竪

穴住居跡 と類似 し平安時代 の住居跡 の可能性 も否 めな いが、堆積 土の状態 か ら本類 に含めた。

第 ６号竪穴建物跡 （第 ８図）

［位 置 と確認］下段 の平場Ｈ －１５グ リッ ドに位 置 し、検 出時 に土坑 （ＳＫ － ５） として調査 したが、
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柱穴の検 出か ら竪穴建物跡 に変 更 した。 また、遺物の出土か ら調査区を一部拡張 して調査 した。［重複］

東西の壁際 に小穴が切 り込んでいる。 小穴 の方 が新 しい。［平面形 ・規模］長軸約２．２ｍ、単軸約１．８ｍ

の隅丸長方形 であ る。検 出面か らの深 さは最大６０㎝ あ る。［堆積土］ ５層 に分 け られ る。第 ３層 とし

た ものは地 山のブ ロックであ り、全層が埋土である。［底面 ・壁］底面は平坦で、壁 は直 に立ち上がる。

［柱穴］ 平面の壁 際に柱穴 と考 えられ る小穴 を４個検 出 した。 Ｐ １～ Ｐ ３は底面の三隅 にあ り、規模

もほぼ 同 じである。南西隅 には検 出で きなかった。 Ｐ４は西辺 の中間 に作 られてあ り、深 さは Ｐ １～

Ｐ ３の半分ほ どである。 Ｐ４に対峙す るものが東辺 にあった可能性が ある。［出土遺物］堆積土 と底面

か ら陶磁器 と多種類 の鉄製 品が 出土 した。

第 ７号竪穴建物跡 （第 ６図）

［位置 と確認］下段 の平場 Ｉ－１８グ リッ ドに位置す る。［重複 ］完全 に切 り合 っていないが、北辺部

分 を第 ９号竪穴建物跡 と接 して いる。新 旧は不明で ある。［平面形 ・規模］ 長軸最大３．４ｍ、短軸約２．７

ｍ の隅丸長方形で ある。検 出面か らの深 さは７５㎝ ある。［堆積土］ ９層 に分 け られる。 第 １層か ら第

５層は黒褐色土 を主体 にした土で、第 ６層以下 は、地 山の土 に黒色土粒 が混入す るものである。全層

が埋土である。［底面 ・壁］底面は平坦で、壁は直に立ち上がる。［柱穴］底面よ り９個 の小穴 を検 出した。

すべて周壁直下に作 られてお り、 Ｐ １～ Ｐ ８は遺構の四隅 とその中間に規則的 に配置 されている。各

柱穴 の間隔は、 Ｐ ２とＰ ３間が９０㎝ と最小で、最大が Ｐ ７とＰ ８間 の１．５ｍ である。 他は１．２ｍ～ １．４

ｍ程 の間隔である。［出土遺物］堆積土 よ り陶磁器 と底面か ら鋸 と石 臼片が 出土 した。

第 ８号竪穴建物跡 （第 ７図）

［位置 と確認］下段 の平場調査 区境界のＨ －１８グ リッ ドに位 置す る。［重複］第 １０号竪 穴建物跡 と重

複 し本遺構 が古 い。［平面形 ・規模］長 軸最大２．７ｍ、単軸 約 ２ｍ の隅丸 長方形であ る。検 出面か らの

深 さは７０㎝あ る。［堆積土］黒 色土のブ ロックが混入す る単一層であ る。［底面 ・壁］ 底面は平坦で、

壁 は直 に立ち上が る。［柱 穴］周壁直下 に ８個 の小穴が作 られている。各柱穴 の間隔は約 ７０㎝～ １ｍ

である。［出土遺物］ 床面か らやや浮 いた状態で硯が 出土 している。

第 ９号竪穴建物跡 （第 ７図）

［位 置 と確認］ 下段 の平場 Ｉ－１９グ リッ ドに位 置す る。［重 複］ 第 ７号竪穴建物跡 と南側 部分を接 し

てい るほか、第 １２号竪穴建物跡 と重 複 して いる。新 旧は不明で ある。［平 面形 ・規模］約 ３ｍ四方 の

方形で ある。検 出面 か らの深 さは約 ５０㎝ であ る。［堆積 土］ ３層 に分 け られる。第 ２層 と ３層は砂 を

多 く含 み、部分的 に黄色土ブ ロックがみ られ る。［底面 ・壁］底面は平坦で、壁 は底面か らやや開 くよ

うに立ち上がる。［柱穴］ Ｐ番号 を付 した、 Ｐ １～ Ｐ８までが本遺構の柱穴 と考 え られ る。四隅の柱穴

は規模的 にほぼ 同 じで、南北辺の Ｐ ３とＰ ６がやや 大き く深 さもある。東西辺のＰ ７とＰ ８は深 さ的

に違 いが あるが、配 置的に伴 うもの と考えている。 柱穴 の間隔 は １ｍ～ １．３ｍである。

第１０号竪穴建物跡 （第 ７図）

［位置と確認］下段の平場調査区境界のＨ－１８グ リッドに位置する。［重複］第 ８号竪穴建物跡と重

複し本遺構が新 しい。［平面形 ・規模］南東隅が調査区外 にのびるが、約２．４ｍ四方の方形になるもの

と思われる。［堆積土］各自然層土粒と炭、焼土粒が混入する黒色土で、 ９層に分けられる。［底面 ・壁］

底面は平坦で、壁は中位で屈曲し開くように立ち上がる。［柱穴］周壁直下に６個の小穴を検出した。

調査区外の部分にもあり第 ８号竪穴建物跡 と同様な形態であると思われる。各柱穴の間隔は約７０㎝

－ １５０－
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～ １ｍである。［出土遺物］堆積土か ら陶磁器 と鉄製品が出土 している。遺物 の廃棄か埋土 中の混入か

不明である。

第 １１号竪穴建物跡 （第 ３図）

［位置 と確認］下段 の平場 の土層観察用 トレンチ掘 り下げによ り、土層面で確認 した。［重複］第 ２号

住居 跡 と重複 し、本遺構が新 しい。［平面形 ・規模］土 層面 では確認で きたが、面的に捉 えることがで

きず掘 りとば して しまい全体形は不明である。［堆積土］黒褐色土の単一層である。［底面 ・壁］底面は

平坦 で、壁は底面か ら直 に立ち上がる。［柱 穴］壁面 に １個確認 した。

第 １２号竪穴建物跡 （第 ８図）

［位置 と確認］ 調査区北端部 Ｊ－１９・２０グ リッ ドに位 置する。 当初、一つ の遺構 として捉 えていた

が土層観察 によ り重複で ある ことが判 明 した。［重複］第 １３号竪穴建物跡 ・第 １６号竪穴 建物 跡 ・第２６

号土坑 と重複 してお り、 これ らの遺構 よ り新 しい。 また、斜面 に切 り崩され ているほか、西側は撹乱

されている。［平面 形 ・規模］重複等 によ り詳細 に判 らな いが、推定 される柱穴か ら、長軸 ５ｍ程 の大

型の建物跡の可能性 がある。［堆積土］黒褐色土 を主体 にした埋土である。第 ３層 には焼土 と炭化物が

多量 に混入す る。第 ５層 とした層は、第 ３層 を切 るよ うな線であ り本遺構 のものか不明である。高 さ

及び遺物や状況 か ら、第 １１号竪穴建物跡や 第 ２号住居跡 の堆積 土 とは考 え られず、 もう一つ遺構が

重複 していた可能性がある。［底面 ・壁］底面は平坦で、 ほぼ第 １３号竪穴建物跡の底面 と共有 して いる。

壁 は土層面だけに確認 され、ほぼ直 に立 ち上がる。［柱穴］各竪穴建物跡 の柱穴 と混在 し判然 としないが、

第 ・図に示 した Ｐ １か らＰ８ない しＰ１０までの柱 穴 を本遺構の ものと考 えている。 柱穴の規模は３０

㎝ ～４０㎝ で、深 さは Ｐ４の最大 ９３㎝ で、他 は４０㎝ ～７０㎝大である。 柱穴の間隔は、東 西辺 のものが

約 １ｍ、 南辺の ものが １．３ｍ と安定 して いる。［出土遺 物］ 鉄製品の他、底面 ほぼ 中央 か らやや浮 いた

状態で炭化材 と炭化 した種子 が出土 している。

第 １３号竪穴建物跡 （第 ８図）

［位置 と確認］ 調査区北端部 Ｊ－１９・２０グ リッ ドに位置す る。［重複］第 １２号竪穴建物跡 と重複 して

お り本遺構が古 い。［平面形 ・規模］全体形は不明だが、およそ隅丸長方形であった ものと思われる。［堆

積土］黒褐色土に焼土 と炭化物 が混入す る埋土で、 ３層分け られる。［底面 ・壁］底面は平坦で、壁 は

緩 い弧 状に立ち上が る。［柱 穴］ 第 １２号 竪穴建物跡 と他 の柱穴 と混在 し判 然 としな いが、第 ・図に示

した Ｐ １か らＰ ７までの柱穴 を本遺構 のもの と考 えている。 柱穴の規 模は３０㎝～５５㎝で、深 さは５０

㎝～６０㎝大である。柱穴 の間隔は、９０㎝～ １．５ｍ と開 きがある。

第 １４号竪穴建物跡 （第 ８図）

［位置 と確認］下段 の平場 Ｊ－１８グ リッ ドに位置する。撹乱の際に溝状の落 ち込み として検 出 した。［平

面形 ・規模］国道 建設 の際に大 半を壊 されてお り詳細は不明である。遺存す る東辺で約 ３ｍ ある。

［堆積土］黒色土 の単 層である。［底面 ・壁］底面は平坦で、壁は底面か らやや 開く様 に立ち上がる。

［柱穴］底面に ４個の小穴を検 出 した。規模にバ ラツキがある。 Ｐ １とＰ４が伴 うものと考えている。

第 １５号竪穴建物跡 （第 ８図）

［位置 と確認］調査 区の北端部 Ｊ－２０グ リッ ドに位置す る。［重複］第 １２号竪穴建物跡 と第２６号土坑

および斜面 に切 り崩 されてい る。［平面形 ・規模］全体形 は不明で ある。遺構の隅部分 の約 ２ｍ程が遺

存 している。［堆積土］灰黄褐色土 と黒 色土の混合土 の ２層 に分 け られ る。［底面 ・壁］底面 は平坦で、

－ １５２ －
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壁は底面から直に立ち上がる。［柱穴］ 南辺部分の柱穴だけが依存している。Ｐ番号を付した、Ｐ1～

Ｐ3が本遺構の柱穴と考えられる。深さは約70㎝～90㎝と特に深い。

第 4 節   竪穴住居跡  （第10図～第13図）

  竪穴住居跡は2軒検出した。出土遺物からいずれも平安時代に比定されるものである。 2軒の作ら

れている位置から、住居機能時とそれ以後では、館跡の地形が大きく改変されていることが判明した。

  

  第 1 号竪穴住居跡 （第10図、第11図）

［位置と確認］調査区のほぼ中央、Ｉ－10・11グリッドに位置する。館構築時に造成されたと考え

られる段差の直上部分に作られている。黒色土の大きな方形プランで検出した。

［重複］第7号と第31号土坑と重複している。本遺構の方が古い。

［平面形・規模］土坑と重複しているほか、国道建設の際に一部を破壊されている。床面の南北軸で

約 4．1ｍあり、全体形では 4ｍ強の隅丸方形であったものと推察される。

［堆積土］住居内堆積土は4層に分けられる。第1層は埋没後、館機能時点での撹乱と思われる。各

層に土粒や岩粒、炭化物粒が混入し均質な堆積土ではなく、埋められている可能性がある。第5層は

掘形の埋土で、黄褐色土のブロックが多量に褐色土と混合する。

［床・壁］床面はほぼ平坦である。特に硬化している部分はみられなかった。掘形底面の起伏は激し

い。床面からの深さは5～35㎝あり、北西隅部分に向かって深くなっている。壁は床面からほぼ直

に立ち上がる。検出面から床面までの深さは20㎝程である。かまど北側脇の壁はやや突出し、緩や

かな段状に掘られているが、土坑と重複しているため詳細は不明である。

［かまど］住居の南東側隅部分に偏在して作られている。煙道は調査区外へ延びているほか、袖部分

も崩れているため、かまどの規模は不明である。床面に検出された50㎝×70㎝程の焼面から、この
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部分が燃焼部であったと判断している。焼面の上には土師器片のほか、20㎝弱の礫が10数個出土し

ている。袖芯材に使われていた礫であった可能性がある。燃焼部は、土層確認から床面ををほぼ焼面

と同じ規模と形状に掘り込んだ部分が使われている。

［柱穴］住居内からは7個の小穴を検出した。形状は円形および楕円形で、深さはＰ6が60㎝と最

大で最小はＰ1の15㎝である。各小穴の深さにバラツキがあることと配置からみて、画一性のある
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柱穴、配置ではなかった可能性がある。［出土遺物］ 堆積土と床面のかまど周辺と北東隅部分から土師

器片・羽口片、覆土から石製品が出土した。第・図1は内外面に細かいミガキが施される坏で、底面

は回転糸切りされる。同図2～ 4は小型の甕で、2は狭い口縁部をもち、頚部で屈曲する。内外面共

にヘラナデされる。同図3と 4 は口縁部がつまみ出されたように外反する。3 の外面はヘラケズリ、

内面はヘラナデである。4は内外面共にヘラナデされる。同図 5と 6 は砥石である。5は手持ちの砥

石で、6は礫を利用した台砥石である。6 の端部には敲打の痕跡が見られる。同図7と8は羽口である。

共に枠押さえで作られ、指頭およびヘラナデで調整されている。［小結］ 出土土師器から平安時代、 9

世紀末葉から10世紀前半期頃のものと考える。

  第 2 号竪穴住居跡 （第12図、第13図）

［位置と確認］館跡の北側縁、斜面への落ち際に位置する。竪穴建物跡群の精査時に、かまどを検出

し竪穴住居跡と判明した。ほぼ、かまど部分だけが遺存している。

［重複］竪穴建物跡群と重複し本遺構の方が古い。煙道先端部分が第 1 号溝跡と重複しており、本遺
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構の方が新しいと判断した。本遺構および関係する遺構は、館の斜面を再構築する際に削られている。

［平面形・規模］遺存している部分は、かまどと住居南東隅部分だけであり全体形は不明である。

［堆積土］堆積土については、竪穴建物跡と判別できなかった。

［床・壁］床面は、竪穴建物跡の床面と同一面である。かまど焚口部分は硬化していた。壁は直に立

ち上がる。竪穴建物跡と検出面を同じくし、床面までの深さは1．1～1．3ｍある。掘り込み面を考慮す

ればさらに深かったものと思われる。

［かまど］かまどは地下式であったものと思われる。天井部は崩落している。袖から煙道、煙出孔ま

で灰白色の粘土が10㎝程の厚さで貼り付けられ構築されている。両袖の芯材には偏平な礫が用いら

れている。煙道は焚口から25度程の傾斜で煙出孔に立ち上がる。煙出孔までの長さは1．5ｍ程ある。

［その他］かまど脇に不整楕円形の土坑が作られている。楕円形状のもので、床面からの深さは26

～36㎝ある。形状から作り直されているものと考えている。

［出土遺物］カマド付近や覆土から土師器片・須恵器片・羽口片・石製品が出土している。第・図1

は須恵器の壺と思われる。ヘラケズリの後ヘラナデされる。同図 2と 3は小型の甕で、内外面ヘラナ

デされる。同図 4 の羽口はほぼ半分に折れている。主に指頭により調整され、その上をヘラナデされ

ている。同図 5は上臼の破片である。

［小結］ 出土土師器から平安時代、9世紀末葉から10世紀前半期頃のものと考える。

第 5節  溝跡 （第14図、第11図）

  調査区の北縁辺部、Ｈ－1 9・20グリッドに位置する。斜面および竪穴建物跡、第 2号竪穴住居跡

と重複し、本遺構の方が古い。検出遺存する部分で幅約90 ㎝、長さは約5．5ｍある。深さは検出面か

ら50㎝である。底面はやや起伏があり、南側から北に向かい緩く傾斜している。また、底面の二ヶ

所に楕円形の浅い窪みをもつ。堆積土は黒褐色土が主体で3層に分けられる。特に流水の痕跡は見受

けられない。本遺構は、重複から第 2号竪穴住居跡構築時には既に埋没していたものと考えられる。

遺物は堆積土中より、第11図10の小型の甕が出土した。口縁部は頚部でくの字に屈曲し、ヨコナデ

される。内外面共にヘラケズリされる。



第 ６節 焼土 （第 ４図）

下段の平場に２２箇所、上段の平場に ５箇所の焼土跡を検出した。焼土の規模および焼成にはバラ

ツキがある。下段の平場の焼土は密集 した状態にあり、柱穴と考えられる小穴に囲まれるように位置

している。すべて新期面上で焚かれてお り、掘立柱建物跡に関連する地床炉ないし囲炉裏であったと

考えている。上段の平場の焼土については、状況的に帰属時期を捉えることができない。 （小田川）

第 ７節 土 坑

本調査で検 出された土坑は総数 ３４基で ある。 調査時点で ＳＫ－ ５とＳＫ－ ９とした ものは、竪穴

建物跡へ、 ＳＫ －１９は小穴 とした。 これ らの土坑 の中には、形態か ら縄文 時代 に比定 され る溝状土

坑が ３基ある ことか ら分 けて記述す る ことにす る。記述 に際 しては、重複 のないものや、遺物が出土

しない もの については項 目を削除す る。

縄文時代以外の土坑 （第１５図～第１７図）

総数２６基が検出された。国道建設の際に削土されたものがあるほか、重複や調査区外へ延びるも

のもあり、全体形を確認できるものは少ない。大半が館跡機能時のものと考えられるが、近代の土坑

や帰属時期不明なものもある。

第 １号土坑 （第 １５図）

［位置］ 調査 区南端 Ｉ－ ３グ リッ ドに位置す る。［規模 ・形態］ 国道 建設時の削土 によ り全体形は不明

であ る。遺存する底面で １．７ｍ ×１．４ｍ ある。［堆積土］ ７層 に分 け られ る。全体的 に黒褐色土 を主体 と

す る。第 １層か ら第 ６層 まで炭化物粒 ・ロームブ ロックが混入する埋土である。［壁 ・底面］遺存する

周壁で９０㎝ある。底 面はほぼ 平坦で ある。［出土遺物］堆積土か ら陶磁器 ８点が出土 した。

第 ２号土坑 （第 １５図）

［位 置］調査 区中央 Ｉ－１０グ リッ ドに位置す る。［規模 ・形態〕 国道建設時 の削土 によ り全体 形は不

明であ る。遺存す る底面 で約 ２ｍ × １ｍで ある。［堆積土］ ４層に分け られる。黒褐色土 を主体 にす る

埋土で ある。［壁 ・底面］遺存 する壁は４７㎝ で、底面 はほぼ 平坦で ある。［出土遺物］堆積土か ら石製

品 ２点が出土 した。

第 ３号土坑 （第 １５図）

［位置］調査区中央 Ｉ－ ８グ リッ ドに位置す る。［規模 ・形態］国道建設時の削土 によ り全体形は不 明

で ある。遺 存す る底面で ８４㎝ ×１．５ｍあ る。［堆積土］暗褐色土 に浮石 と炭化物粒 を含 む単層で ある。

埋 土で ある。［壁 ・底面］底 面か ら３０㎝ ほ ど立 ち上が った ところに平坦 面 を持つ。堆積土では判別で

きなか ったが、重複 の可能性 もある。底面は ほぼ平坦であ る。［出土遺物］堆積土 中よ り多量の近世 に

比定 され る陶磁器 が出土 した。

第 ４号土坑 （第 １５図）

［位置］調査 区中央部 Ｉ－１０グ リッ ドに位置す る。［重複］ 小穴 と重複 してお り、小穴の方が新 しい。

［規模 ・形態］調査 区外 に延 びるているため全体形は不明であるが、方形になるものと思われる。

［堆積土］ 極暗褐色土 に明褐 色土 と黒色土 の混合す る単層 の埋土であ る。［壁 ・底面］ 壁高は、約３４

㎝ で、 ほぼ垂直に立ち上がる。底 面はほぼ平坦で ある。［出土遺物］ 堆積 土か ら陶磁器が出土 した。
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第 ６号 土坑 （第 １５図）

［位置］調査 区北側 Ｉ－１５グ リッ ドに位置 する。［重複］第 ３号竪穴建物跡 と重複 してお り、本遺構

の方が古い。［規模 ・形態］竪穴遺構 に壊されてお り全体形は不明であるが、方形になるもの と思われる。

［堆積土］ 暗褐 色土 に、黒色 土 と中掫浮石 を含 む単層の埋土 である。［壁 ・底面］壁 高は２６㎝で、底

面はほぼ平坦 である。［出土遺物］堆積土 中よ り石製品 １点が出土 した。

第 ７号土坑 （第 １５図）

［位置］調査 区中央部 Ⅰ－１０グ リ ッ ドに位 置する。［重複］ 第 １号竪穴住居跡 と重複 してお り、本遺

構の方が新 しい。［規模 ・形態］国道建設の際 に壊 されてお り全体形 は不 明で あるが、楕 円形になるも

の と思われる。遺存す る底面で９４㎝ ×８０㎝で ある。［堆積土］黒褐色土の単層で埋土である。［壁 ・底面］

壁高は約４７㎝ でほぼ直 に立 ち上が る。底面は平坦である。

第 ８号土坑 （第 １５図）

［位置］調査 区北側 Ｉ ・Ｊ－１８・１９グ リッ ドに位 置す る。［規模 ・形態］ 開 口部 で長 径 １．６ｍ、 短径

１．３ｍ、底面が長径８８㎝、短径 ７３㎝ の ほぼ 円形で ある。［堆 積土］黒褐色土 の単層 で埋土 である。［壁 ・

底面］壁 高は４５㎝ ～５０㎝ で、南壁側が若干低 い。底面はほぼ 平坦 である。

第 １０号土坑 （第 １５図）

［位置］調査区南側 Ｉ－ ２ ・３グ リッ ドに位置す る。［重複］第 １号竪穴建物跡 と重複 してお り、本遺

構 の方が新 しい。［規模 ・形態］ 竪穴建物跡によ り壊 され てお り、全体形は不明である。［堆積土］ ３層

に分 け られ る。黒褐色 土 を主体 とす る埋 土で ある。［壁 ・底面］遺存す る北壁で約３５㎝ ある。底面 は

ほぼ平坦で ある。

第 １１号土坑 （第 １５図）

［位 置］調査 区中央部 Ｉ－ ９グ リッ ドに位 置 して いる。［重複］第 １５号土坑 と重複 してお り、本遺構

の方が新 しい。［規模 ・形態］掘 りあげて しまったた め全体形は不明であ るが、隅丸方形である と考え

られ る。［堆積土］暗褐 色土に黒褐色 土 と褐色土、浮石 を含む単層の埋土である。［壁 ・底面］遺存する

北壁 の高さは約１８㎝で ある。底 面は平坦で、第 １５号土坑 と底面 を共有す る。本遺構 は、竪穴建物跡

の可能性 もある。

第 １２号 土坑 （第 １６図）

［位 置］調査 区北側 Ｉ－１５グ リッ ドに位置す る。［重複］小穴お よび第 ３号竪穴建物跡 と重複す る。

新 旧は本遺構よ り小穴の方 が新 しいが、竪穴建物跡 とは不明であ る。［規模 ・形態］重複 によ り全体形

は不明で あるが、方形になる もの と思われ る。底面 の南北隅 に、深めの掘 り込 みを持つ。遺存す る底

面で８３㎝ ×４６㎝で ある。［堆積 土］ ２層 に分 け られ る。 ローム を多量 に含む埋土で ある。［壁 ・底面］

遺存す る壁高は約４０㎝ である。 底面はほぼ平坦 である。

第 １３号 土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区北側 Ｊ－１９グ リッ ドに位 置す る。［規 模 ・形態］ 開 口部 の長径 １．２ｍ、短径 １．４ｍ、 底

面長径約 １ｍ、短径８５㎝ の隅丸方形 である。［堆積土］黒 色土の単層で、埋土 である。［壁 ・底面］壁

高は２５㎝ ～３５㎝で、南西側がやや高 くなっている。底面 はほぼ平坦で ある。

第 １４号土坑 （第 １６図）

［位置］調査区北側 Ｉ－１７グ リッ ドに位置 して いる。 ［規模 ・形態］ 開口部の長径約 １ｍ、短径８０㎝、
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底面長径９０㎝、短径 ７５㎝ の隅丸方形 である。［堆積土］黒褐 色土の単層で、埋土で ある。［壁 ・底面］

壁高は約１０㎝ である。南壁 は緩や かな傾斜でやや高 い。底面は起伏があ り、東側 の隅に小穴 を持つ。

第 １５号土坑 （第１５図）

［位置］調査 区中央部 Ｉ－ ９グ リッ ドに位置 してい る。［重 複］ 第 １１号土 坑 と重複 してお り、本遺構

の方が古 い。［規模 ・形態］土坑に壊 されてお り全体形は不明であるが、隅丸 方形であると考 え られる。

［堆積土］ ３層 に分け られ る。 暗褐色土 を主体 とす る埋土で ある。［壁 ・底面］遺 存す る壁高は約２４

㎝ である。底面 はほぼ平坦で ある。

第 １６号土坑 （第 １６図）

［位置］ 調査 区 中央 Ｊ－１３グ リッ ドに位 置す る。［規模 ・形態］ 開 口部で長径 ２ｍ、短径約 １ｍ、底

面が長径１．８ｍ、短径９５㎝ の楕 円形 である。［堆積土］ ２層 に分 け られ る。埋土 である。［壁 ・底面］壁

高は約２０㎝ である。底面 には起伏があ り、南 西側の隅 に小穴 を持つ。［出土遺物］ 堆積土 よ り石製 品

１点 が出土 した。

第 １７号土坑 （第 １６図）

［位置］調査区北側 Ｊ－１４グ リッ ドに位置す る。［重複］ 小穴 と重複 してお り、本遺構の方が古 い。

［規模 ・形態］国道建設時に壊 されてお り、全体形 は不明である。遺存する底面で１．３ｍ ×９０㎝である。

［堆積土］暗褐色土 の単層の埋土であ る。［壁 ・底面］壁 高は約 １５㎝ ある。底面 はほぼ平坦である。

第 １８号土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区南側 Ｉ－ ７グ リッ ドに位置する。［重複］ 小穴 と重複す るが、新 旧は不明である。［規模 ・

形態］小穴 に壊 されてお り全体形は不明であるが、 円形 である と考 え られ る。［堆積土］ ２層に分 け ら

れる。 にぶ い黄褐色 を主体 とす る混 合土の埋土で ある。［壁 ・底面］遺 存す る壁高 は２０㎝ であ る。底

面は平坦で ある。

第２０号土坑 （第 １６図）

［位置］調査区北側 Ｉ－６グ リッ ドに位置す る。［規模 ・形態］調査区外へ延びるため全体形 は不明で

ある。［堆積土］ ２層 に分け られる。第 ２層はにぶい黄橙色土 との混合土である。埋土である。［壁 ・底面］

遺存す る壁高は約３２㎝ 程であ る。壁はほぼ垂直 に立 ち上がる。底面 はほぼ平坦であ る。

第２１号 土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区中央部 Ｉ－ ９グ リッ ドに位 置する。［規模 ・形態］ 国道建設時 の削土 によ り全体形 は不

明で あるが、 円形にな るものと思われ る。 遺存す る底面で８４㎝ ×６６㎝で ある。［堆積土］ ３層 に分け

られ る。全層に黄褐 色土を混合す る埋土 である。［壁 ・底面］壁高は４３㎝で、底面は鍋 底状 である。

第２２号土坑 （第 １６図）

［位置］調査区南側 Ｉ－６グ リッ ドに位置す る。［重複］小穴 と重複 し、本遺構の方が新 しい。［規模 ・

形態］国道建設時 に壊 されてお り不 明であるが、 円形 にな ると思 われ る。 遺存す る底面で６０㎝ ×６５

㎝である。［堆積 土］ にぶい黄褐色土 にロームブ ロック等 を混入する埋土である。［壁 ・底面］壁高は約

３４㎝であ る。 底面はほぼ平坦 である。

第２３号土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区中央 Ｊ－１３グ リッ ドに位置する。［重複］ 小穴 と重複するが、新 旧は不明である。［規模 ・

形態］遺存す る開口部で長径約 １ｍ、短径６２㎝、底面長径７５㎝、短径４７㎝ の楕 円形 である。［堆積土］
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掘 りあげて しまったため不 明である。 ［壁 ・底面］壁高は約 １５㎝であ る。底面は平坦 である。

第２６号土坑 （第 １６図）

［位 置］ 調査区北側 Ｉ－ ９グ リッ ドに位置す る。［重複］ 第１６号竪 穴建物跡 と重複 しているほか、斜

面 に壊 されている。［規 模 ・形態］全体 形は不 明で あるが、隅丸方形 になる もの と考 え られ る。遺存す

る底面 で約 ８０㎝ ×５０㎝ である。［堆積土］ ３層 に分 け られ る。第 １層 は黒色土 と褐 色土の混合土で、

第 ２層 はローム を主体 とし黒色土 を斑状 に混入 する。 埋土である。［壁 ・底面］壁高は約５０㎝であ る。

底面 はほぼ平坦であ る。

第２７号 土坑 （第 １６図）

［位置］ 調査区 中央部 Ｉ－１３グ リッ ドに位置す る。［規模 ・形態］ 調査区外へ延び るため全体 形は不

明である。［堆積土］ ２層に分 けられ る。第 １層は暗褐色土 と黒色土の混合土である。埋土である。［壁 ・

底面］ 遺存す る壁 高は約６６㎝程 であ る。底面 の壁 際 には、 ３個 の小穴が並 んでいる ことか ら、竪穴

建物跡になる可能性 もある。底面は ほぼ平坦である。

第２８号土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区南側 Ｉ－ ７グ リッ ドに位置する。［規模 ・形態］調査 区外へ延び るため全体 形は不 明で

ある。［堆積土］ ４層 に分 けられ る。第 １層は、炭化物粒 と焼土粒 が含 まれ る。第 ２層は灰 白色土 ブロ

ックである。第 ４層 は暗褐色土 と黒色土 との混合 土である。埋土 である。［壁 ・底面］遺存する壁 高は

約２０㎝程で ある。底面は ほぼ平坦で、壁際に浅い小穴 を持 つ。

第２９号 土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区北側 Ｈ －１９グ リッ ドに位置す る。［重複］第 ８号竪穴建物跡 と重複 し、本遺構 の方が

古い。［規模 ・形態］竪穴 建物跡 との重複で不 明である。 遺存す る底部 で７７㎝ ×６３㎝ ある。［堆積土］

掘 りあげて しまった ため不明で ある。［壁 ・底面］ 壁高 は約２５㎝程で ある。底面はほぼ 平坦 である。

第３１号土坑 （第 １６図）

［位置］調 査区 中央 Ｉ－１１グ リッ ドに位 置す る。［重複］ 第 １号竪穴住 居跡 と重複 し、 本遺構 の方が

新 しい。［規模 ・形態］調査 区外へ延び るため全体形は不明であるが、 方形 になる と思われ る。遺存す

る底部で７０㎝ ×８０㎝ ある。［堆積土］ 掘 りあげて しまったた め不 明である。［壁 ・底面］壁 高は約 １０㎝

程である。 底面 はほぼ平坦で ある。

第３２号土坑 （第 １６図）

［位置］調査区北側 Ｉ－１９グ リッ ドに位 置する。［重複］第 ９号、第 １２号、第 １３号竪穴建物跡、 小穴

と重複するが、新 旧は不 明で ある。［規模 ・形態］重複のため全体形は不明であるが、 円形 にな ると思

われ る。［堆積土］黒色土 の単層で ある。［壁 ・底面］壁高は約 １０㎝ である。 底面は平坦 である。

第３３号土坑 （第 １６図）

［位置］調査 区北側 Ｈ－１９グ リッ ドに位置 す る。［重複］ 第 ７号、第 ８号竪穴建物跡 と重複す るが新

旧は不明である。［規模 ・形態］竪穴遺構 に壊 されて いるため不明である。［堆積土］掘 りあげて しまっ

たため不明である。［壁 ・底面］遺存す る壁高は約 １５㎝で ある。底面はほぼ 平坦 である。

縄文時代 の土坑 （第 １７図）

形態的 に溝状 となる もので ３基検 出された。す べて調査 区北端 のＨ ・Ｉ－１８～２０グ リッ ドに集 中
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している。遺構の上部は、古代および中世の遺構により壊されている。

  第24号土坑  （第17図）

［位置］調査区北側、Ｈ－18グリッドに位置する。［重複］第 8 号竪穴建物跡と重複し、本遺構の方

が古い。［規模・形態］ 溝状に遺存する底面で 3．9ｍある。［堆積土］ 4 層に分けられる。第 1層は黄褐

色土に黒色土粒と中掫浮石が混合する。［壁・底面］ 遺存する壁高は 82㎝である。底面は平坦で、両

端部は内反する。

  第25号土坑 （第17図）

 ［位置］ 調査区北側Ｋ・Ｊ－19グリッドに位置する。［重複］ 第 12号竪穴建物跡と重複し、本遺構が

古い。［規模・形態］ 溝状に遺存する底面で約 3ｍある。［堆積土］ 掘りあげてしまったため不明である。

［壁・底面］遺存する壁高は北壁で62㎝ある。底面はほぼ平坦である。

  第30号土坑 （第17図）

 ［位置］ 調査区北側、Ｉ－1 9グリッドに位置する。［重複］ 第 2号竪穴住居跡と第 1号溝跡に重複し、

本遺構が古い。［規模・形態］溝状に遺存する底面で4．5ｍある。［堆積土］ 4層に分けられる。黄褐色

土を主体とする。第1層と第2 層は褐色土を混合し、第3層と第4層には黒色土を混合する。［壁・底面］

遺存する壁高は最高で73㎝ある。底面はほぼ平坦だが、北側に緩い段差を持つ。          （小山）



第 ３章 出土遺物

第 １節 陶磁器

伝法寺館跡から出土した陶磁器類は総数約１９５点である。 これらは、船載陶磁器 と国産陶磁器の ２

つに大別でき、さらにそれぞれの器種ごとに分けられる。以下にその特徴を記述するが、小破片で船

載陶磁か国産陶磁か判断しかねるものや、近代陶磁器 もある。なお、遺構内や遺構外の選別と時期的

な選別は、文章中または、観察表に明記した。

舶載陶磁器

舶載陶磁器 の種類 には、染付 ・青磁 ・白磁があ り、 それぞれ をさ らに器形 ごとに分類 した。分類 に

つ いて は、「貿易陶磁研究」ＮＯ、２：１９８２か ら、 小野正敏氏、 上田秀 夫氏、森 田勉氏 の分類および編

年 を参考 とさせ て頂 いたが、誤記載等は、全て筆者の責任 である。

染 付 （第 １８図）

総数 １０点 出土 した。すべて 破片で器形や文様 が判 然 として いる ものはな い。 これ らは、 明産 の も

の とみ られ る。時期 は、呉須 の発色 や文様構 成か ら１５世紀 ～１６世紀 に比定 され る。器種 は、 ほ とん

どが皿 で椀が １点あ る。

椀 ：第１８図 １は、 口縁は直行 して立ち上が る器形 である。文様 は、外 面 口縁 部 に雷文 を施 し、そ

の下位 には松竹梅文の松模様 が見 られ る。 内面 口縁部には、 ２本の界線 のみが確認で きる。

皿 ：第 １８図 ２～ １２までである。 器形的 には、 口縁端反 りの、 底部は碁筍底 とな るもので、 いずれ

も似 たよ うな器 形 にな る と推定 され る。法量 については明確 でないが、 口径が約 １０㎝ 前後、器高が

約 ２㎝ ～ ３㎝程 にな るもの と思 われ る。文様 は、第 １８図 ２には、外面 口縁部 に １本 の界線 を施 し、

そ の下位には、牡丹唐草文が描かれ る。内面 口縁 に も幅広 の界線が施 され、見込み部 分には、二重の

界線 と、 破片で判然 と しな いが、十字花文ない しは玉取獅子が描かれて いるよ うである。 同図 ３～ ７

の 口縁内外面 にも界線が施 され、胴部には唐 草文 が描かれ る。 同図 ８の見込みには花弁文が描かれて

いる。同図１０と１１は底部細片で、判然 としないが輪花文 と竜文 を思わせ るものが描 かれ ている。

同図 １２は赤絵皿 の破片 で １点だけ出土 した。推定 口径 であるが約 １７㎝ と大 き く、端 反 り口縁 の内

外面には二重の界線が施 され、内外 面には唐草文が描かれ る。

青 磁 （第 １９図）

８点出土 した。器種 には、椀 と皿があ る。龍泉窯系の製品 と考 え られ る。

椀 ：第 １９図 １は、底部破 片であ り、厚 さ もある ことか ら大 ぶ りの碗 にな ると思 われ る。 削 り高台

であ り、高台内は丸 く釉剥 ぎされて いる。 同図 ３～ ４は、山形蓮弁文 と線描蓮弁文が描かれる もので、

蓮弁の幅は狭 く、葉 先 と側線が一致 しない程の簡 略化 され た もので ある。 ３と ５は同一個体 の可能性

が ある。

皿 ：第１９図 ２と ６は、稜花皿の破片である。器形的には、 口縁部がかな り外側 に開 く皿 と思われ る。

同図 ７は、 口縁 が端反 りする器形で ある。すべて小破片で、法量 も推定 できず詳細 は明 らかではない。

白 磁 （第２０図）

８点出土 した。器種 は皿だ けであ る。器形は、 １点 を除き、他 は端反 り皿である。 法量は口径が約

－ １６７－
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11㎝～1 4㎝程で、器高は2．5㎝～ 4㎝程である。

  第20図 1 は、付け高台の端反り皿である。底裏は、平坦にはならず緩く湾曲する。同図2は、削

り出し高台のものである。二次的な被熱により器面は荒れている。

  同図 3は、口径8 ㎝の小皿である。底部は碁筍底で、釉剥ぎされている。底から緩やかに内湾して

立ち上がり、口縁は直立する。内面の腰部には蓮弁文が施文され、見込みの中央部には、魚（ナマズ？）

と思われる文様が描かれる。

  これらの舶載磁器は、時期的には1 5世紀末から1 6世紀期末までの範疇で捉えられるものと思われ

るが、第18図12の赤絵はそれ以前の可能性があることと、第20図 4と6 の白磁は、胎土から見て18

世紀～19世紀頃のものの可能性がある。
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 国産陶磁器

  国産陶磁器は、総数約15 0点出土した。瀬戸美濃系を主体に出土しているほか、肥前系の唐津と染

付も出土している。また、産地不明なものや時期不明なものもある。第 3 号土坑からは、近世に比定

される遺物が出土しており、本節でまとめて記述する。

  瀬戸美濃系  （第21図～第23図）

  総数約4 0点が出土した。本類には、大窯期のものと登釜期のものがあることから、これらを各時

期別に記述する。なお、 分類基準には井上喜久男氏の「愛知県陶磁資料館研究紀要9」：1990の編

年を引用参考にした。誤記載等については全て筆者の責任である。

  大窯Ⅰａ期  （第22図 6～ 8）

  灰釉平椀で、口縁部破片のみである。それほど内椀せず、直立するような口縁部にはならないこと

から、平椀とした。外面に山形・線描蓮弁文を施す。

  大窯Ⅰｂ期  （第23図11）

天目茶碗である。やや茶色がかった鉄釉が、全体に施されている。口縁部がく字状にくびれ、器厚は

くびれから口縁に向けてかなり薄く、 4㎜～ 2 ㎜である。破損部を漆で接合した痕跡がある。

  大窯Ⅱｂ期  （第21図 1～ 3、 5、 6、第22図17）

灰釉の丸皿が6点出土した。器形は、胴部でゆるく屈曲し、口縁部が端反る皿である。見込み部には、

すべて菊花文が浅く押印されている。底面には胎土目が見られる。
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 大窯Ⅰ～Ⅱ期  （第21図4、第22図 1～ 4、 9、14）

  灰釉の丸皿が 8点出土した。細かな分類が難しいため、Ⅰ～Ⅱ期に含まれるものとした。器形は、

すべて端反るものである。口径は推定で約10～12㎝の間に収まり、器高は 2～ 3㎝内である。

  大窯Ⅲ期  （第22図5）

  灰釉の丸皿の口縁部破片が1 点出土した。器形は、口縁部下位でやや大きめに内湾し、そのまま立

ち上がるものである。今回出土した丸皿のなかでは、明らかに器形が異なる。

  大窯Ⅳ期  （第23図4 ～ 7、 9、 10、12、14）

  大窯Ⅳ期の製品は器種が多様で、灰釉香炉、鉄釉椀（天目）、鉄釉折縁皿、志野丸皿、志野折縁皿、

志野稜花皿などがある。以下に器種別に記述する。

  灰釉香炉（第23図 4）は、底部のみの出土であるが、器形は、いわゆる袴腰状になるものと推定

される。底部は全体が無釉であり、腰部から折れ曲がって立ち上がる部分から施釉されている。また、

平たい脚部となる部分も貼付されている。

  鉄釉天目茶碗は 3点出土した。（第23図 9、 10、 14）14は外面胴部の下位が無釉で素地が露出して
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いる。 9と10は口縁のくびれが小さく、胴部がほぼ直線的になる。

  鉄釉折縁皿（第23図12）は、口縁部内面にヒダ状の削り出しを有する。

  志野丸皿（第23図 5）は、底部のみである。見込み部には、砂目を有する。

  志野折縁皿（第23図 6）は、口縁が折縁状を呈する、口径14㎝ほどの中皿である。

  志野稜花皿（第23図 7）は、推定口径も出せない程の小破片であるが、約 1㎝単位でへこみをつ
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けて、全体を花模様に見せるような皿であることがわかる。

 大窯Ⅲ～Ⅴ期 （第22図10、12、16、20、第23図 1～ 3、 8 ）

 口縁部および底部の小破片である。器形および胎土や焼きの具合から大窯期と判断できるものである。

 第22図10、12、16は、灰釉の口縁部小片である。器形は全て丸皿と判断したが、平椀になる可能

性もある。底部破片は、第23図 1 ～ 3の灰釉と第22図20の志野がある。灰釉は、全て丸皿になると

推定される。第22図20の志野は、高台の高さから椀になると思われ、底面に胎土目が確認できる。

 登窯期 （第22図11、13、15、18、19）

 鉄釉が1点、灰釉が 4点ある。明確ではないが、17世紀以降のものと考えられる。第23図13は、
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鉄釉椀になると思われる。内面は口縁部上位だけに施釉される。第23図18と19は、灰釉皿になると

思われる。見込部が露胎になっているが、その部分にも釉がけされている。

  唐  津 （第24図 1～ 9）

  肥前唐津系の陶磁器は9点出土した。年代が明確なものはないが、文様や器形から17世紀～18世

紀の間に推定できるものが多い。第24図 1、 3、 4、 8は鉄絵皿である。同図2は灰釉大鉢である。

同図9は鉄釉鉢である。同図 5～ 7は灰釉椀である。

 染  付 （第25図 1～ 5）

 肥前系染付は 5 点出土した。染付模様や器形から時期を判断すると、肥前Ⅲ～Ⅳ期に含まれる。器

種は碗と皿がある。第25図 2は、内外面に波の様な模様が描かれている。同図 3 は、二次的な被熱

を受けて詳細は不明である。同図 4 は、丸状の模様が連なる小皿である。同図1は、外面に界線を二

重に施し、内面には青海波文が描かれる。同図 5は、界線のみ確認できる底部破片である。

 近代陶磁器  （第25図 6～10）

 総数約60点程出土しているが、そのほとんどの約50点あまりが第 3 号土坑から出土している。第

3 号土坑出土のものは、同一器種が多く一括廃棄されたものと考えられる。これらの近代陶磁器は、

時期的に、幕末から明治にかけての肥前Ⅴ期にあたる。すべてを掲載できないため、特徴ある小杯、皿、

鉢、そば猪口の器種を選別掲載する。

 第25図 9と10の小杯のうち、同図 9は草花文に「福」瓢箪を描いた染付である。同図10は、中国

蓮弁文椀を模倣した灰釉である。同図7は、外面界線、見込は丸文に丸点模様が描かれる皿である。

同図6 は、外面界線のみ、見込みには松を型どった模様が描かれる鉢である。同図 8 と10はそば猪

口で、 8 は、外面に矢羽根文が描かれる。10は、蛇の目凹高台のものである。

  産地不明陶磁器  （第24図10～16）

 地方窯で製作された可能性があるが、産地同定できないものである。8 点出土した。器種には、第

24図10と15の椀、同図13、14の皿、同図11の壷形製品、同図12の擂鉢、同図16の蓋がある。それ

ぞれ年代についても判然としないが、近代の可能性がある。

 第2 6図 1 は、第 1 号竪穴建物跡埋土から出土した水滴である。器形は、鳥を形どったもので首の

部分から体部は欠失している。穿孔は、首の部分から嘴まで貫通されている。現存する頭部は、削り

だしの手法で表現されている。色調は黒中心とし、全体に鉄釉を施釉しているが、目の下の刻線部分



には透明釉を施釉 し、 目の部分は釉剥ぎされている。産地および年代 については不明である。同図 ２は、

破片で全体形は不 明で あるが坩堝 と思われ るものであ る。器厚 は１．５㎝程 で、砂粒 を含む粘土で作 ら

れてお り胎土は発泡 して いる。 口縁は 自然釉で発色 してお り、 内面 には赤褐色 の溶着物 と思われ るも

のが付着 して いる。 （新 山）

第 ２節 鉄 ・銅製品 （第２７図～第２９図）

伝法寺館跡か ら出土 した鉄 ・銅製品は総数約６０点である。器種は多様で あ り、機能的 にみると武器、

武具、建築用具、生活用具等 に大別できる。中で も多 く出土 したものは、建築用具であ り、鉄釘 が特

に多い。以下、器種別 に特徴 を中心 に述べる。

鋸 （第２７図 １）

第 ７号竪穴建物跡 の底面 か ら出土 した。 ほぼ完 形で全長は約４０㎝ である。 刃部長約２５㎝、 刃部幅

は柄の付近 で最大 ３㎝で ある。切先は細身の刀剣状であ り、鋸 目は交互 につ くられて いる。 柄の部分

には木質部分 も残存 してお り、柄 と刃の境 目は鉄 輪状の止め具で締 め られて いる。

小 札 （第２７図 ２～ ６）

６点出土 した。 １点 を除 き、 ほかは遺構の埋土か ら出土 している。 形態 は、頭部が斜め に切 られ た

もの第２７図 ２と ３、頭部 中央が半 円形状 に くびれ るもの同図 に分 け られ る。頭 部中央が くびれ る も

のは、 ７個 ２列の穿孔がみられるが、頭部が斜めに切 られたものは、長辺 ７個、短辺 ６個の穿孔である。

また、第 ２７図 ２は漆 が塗布 されて いる。

刀 子 （第２７図 ９）

第 ８号竪穴建物跡 の埋土か ら １点 出土 した。 切先部分 を破損 しているが、細 身で小型の ものである。

片関で、刃不は平造 りで推定 １０㎝程度、茎部が ５～ ６㎝であ る。

鉄鏃類 （第２７図 ８、 １０、 １１）

第 ８号 と第 １０号竪穴建物跡 の埋土 か ら出土 して いる。第２７図 ８は先端部だ けの破損 品である。 同

図１０は、 箆被 が偏平で鏃 身は、 最大幅１．５㎝ の両丸造 りで ある。 同図１１は箆被が ほぼ 円形 の断面で、

鏃 身は鎬造 りであ る。 同図１０のものに比べ、鏃 身は厚 く、頚部か ら先端 に向か い鋭利で ある。 両鉄

鏃共 に折れている可能性 はあるが、茎部は短 く鏃身 とほぼ同 じ長さである。

槍状鉄製品 （第２７図１２）

第 ６号竪穴建物跡の埋土から出土 している。破損品であるが、槍先状で一方の面が山形の稜をもつ

片平鎬造 りである。断面形は二等辺三角形である。全長は明 らかではないが、現存の長さは約 ７㎝、

幅は最大幅で ２㎝弱である。槍鉋先端部の可能性もある。

鍔金具 （第２７図 １３）

第 １１号竪穴建物跡の埋土か ら出土 している。 青銅製 で、外形 は細か い刻 目が入れ られている。

小 柄 （第２７図 １４）

遺構外か ら銅製の小柄が １点 出土 した。 中央部 には、獅子 と思われ る絵柄が浮き彫 りされて いる。

釘 （第２８図 １～ １２）

観 察表 に記 した各遺構 の埋土お よび遺構 外か ら総 数１２点 出土 した。腐食 によ り角が落ちて いるも

－ １７７－
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の もあるが、 断面 がほぼ 四角形 の角釘で ある。長 さは ６㎝ 前後 （約 ２寸） のものと ４～ ５㎝ （約 １寸

５分）の もの、 ３㎝ 前後 （１寸） の短釘が ある。一番長 いもので も８㎝弱 である。釘頭部 はＬ字状で

ある。形状は様々で、ほぼ まっす ぐな状態の もの （１～ ３、 ５、 １０～１２）、途 中か ら折れ 曲が った も

の （４、 ６、 ７）、両端が 曲線状 に曲げ られ、 Ｕ字形の もの （８、 ９）が ある。 同図 ８と ９は釘 では

ない可能性 もあるが、断面形および Ｌ字 形の頭部 と先すぼ ま りの形状か ら含めた。何 らか の物 と固定

ない しは締 めるため曲げ られている もの と考 え られ る。

火打金 （第 ２８図 １３～ １５）

３点出土 している。第２８図１４は完形である。全体形は、 ほぼ三角状の山形で、両端が少 しくびれ る。

山形頂部 には １個 の穿孔がな され、孔 には紐 を通 して使 用 していたものと考 え られて いる。他 の ２点

は、破損 品 と思われ るが 明 らかで はな い。

苧引金 （第２８図 １６）

第 １号竪穴建物 跡の埋土か ら出土 して いる。木質部は残 って いないが、 刃部 は完形で ある。擦 り出

す部分の長 さが ８㎝ 弱である。両端 の装着柄 は三角形で、長 さは ２㎝ ほ どである。

鎌状鉄製品 （第２８図 １７）

遺構外か ら出土 している。 緩やかな曲線 を描 く形状 と、 刃部 の厚 さが曲線内側 に向かって細 くなっ

ている ことか ら鎌状 としたが、柄の部分や柄のつなぎ 目など、 明 らかでな い部分が多い。

針 （第２８図１８）

第１０号竪穴建 物跡の埋土か ら出土 して いる。長 さは約 １３．５㎝ で、断面は ほぼ 四角形で ５㎜ ほどの厚

さある。 先端部片側 に穿孔が あ り、穿孔 をしている反対側 の先端部 はやや尖 っては いるが、 破損 して

いる可能性 がある。畳針程 の大 きさはあるが、紡錘車の軸の可能性 もあ り、用途は明言で きない。

鉄 鍋 （第２９図 １～ ３）

鉄鍋 と思われる破片は ３点出土 した。第２９図 １は、外側 にＬ字状 の折 り返 しのある ・縁部破片である・

同図 ３は、底部で 円錐状 の脚がつ く破片 であ る。推定底径 が２５㎝程 の ものであ る。 同図 ２は、厚 さ

３㎜程 の鉄片であ るが、湾 曲の状態 か ら鉄鍋 の可能性が ある。 いずれ も接合には至 らなか った。

環状鉄製品 （第２９図 ４～ ６）

第 １０号竪 穴建物 跡の埋土 と第 ２号土坑か ら出土 した。 同図 ４は、幅 と厚 さが約 ５㎜程 の鉄 の棒 が

環状に曲げ られて いる。 同図 ５は幅約 １５㎜、厚 さ約 ５㎜ の板状の ものが曲げ られて いる。 これ らは、

第２７図 １の鋸の柄 の部分 にみ られ るよ うな、何 らか の止 め具 として用 い られ た可能性 があ る。同図

６も ５と同様 に鉄板がまげ られて いるもので あるが、薄 さか ら止め金 具 というよ り、飾 り金 具で あっ

た可能性が ある。

棒状鉄製品 （第２９図 ７～ ９）

いずれ も断面形が四角形である。 同図 ７は、破損 して いるもの と思われ、現存す る端部の ３分 １程

の部分が、ね じられている。器種 については不 明で ある。 同図 ８は、棒の先端部片側 ２㎝ 余 りを平 た

く潰 された状態 にある。 鉄族の茎部の可能性 もある。 同図 ９は、直線的な もので破損 して いるもの と

思われ る。用途は不明であ る。 （新山）

－ １８０－
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第 3 節  銭  貨（第30図、第31図）

 銭貨は総数38点出土した。出土地点は、遺構内外の堆積土からで、遺構床面からの出土はなかった。

出土状況はまばらではあったが、中には重なった状態で出土したものも数点ある。

  出土銭貨を大まかに分類すると、初鋳年が10～11世紀の宋銭（北宋）、同じく14～15世紀の明銭、

1 7世紀以降の寛永通宝、時期不明の無文銭に大別できる。

 初鋳年が10～11世紀の宋銭とされる渡来銭は、全部で8点出土した（第30図－ 1～ 8）。初鋳年

が最も古いとされるのが咸平元宝で、最も新しいとされるのが紹聖元宝である。大きさは、直径22

㎜以上24㎜未満のものが2 点、直径24㎜以上のものが 5点、外輪厚1㎜ 以上のものが 6点見られる。

重さは、2ｇ以上3ｇ未満のものが 5点、 3ｇ以上のものが2点である。

 初鋳年が14～15世紀の明銭とされる渡来銭は、全部で 7点出土した（第30図－9～15）。出土品は、

永楽通宝、洪武通宝の2 種類である。大きさは、直径24㎜以上のものが 3点 （永楽通宝3）、外輪厚
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1 ㎜以上のものが4点（永楽通宝2 ・洪武通宝2）見られる。重さは、3ｇ以上のものが3点（永楽

通宝2・洪武通宝1）である。

  上述した渡来銭の内、精銭であるか模鋳銭であるかの判断は難しいが、直径や外輪厚、重さなどだ

けで判断すると精銭も何点かは含まれていると思われる。
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 寛永通宝は、合計 5点出土した（第30図－16～18）。大きさは、直径25㎜以上、重さが3ｇ以上

のものが 2点出土しているが、この 2点の背面には「文」の字が刻まれている（第30図－16、17）。

その他のものは、直径23㎜前後、重さも2ｇ余りである。

 無文銭は、全部で14点と数多く出土した（第31図1 ～ 4 、11～15）。かなり粗末なつくりで、外

輪はなく、厚さは1㎜以下のものがほとんどである。大きさは、20㎜以下のものが多く出土した。

20㎜を越えるものは、 5点のみであったが、大きさからして元々は文字が刻まれていた銭貨であり、

風化により文字や外輪が見えなくなった可能性も考えられる（第31図－ 5～10）。また、重なり合っ

て出土した例が4点（第31図－1～ 4） あり、無文銭の用途を探る手がかりになり得るものである。

（新山）

第 4節  石器・石製品

  出土した石器と石製品類の総数は34点である。これらには、縄文時代に比定される剥片石器と剥片、

磨製石斧や敲石が数点あるほか、館跡の時期に帰属する石製品類がある。出土位置は、遺構底面から

出土しているもののほか、大半が遺構の埋土に混在して出土している。遺構外のものは、ほとんどが

下段の平場の第Ａ層からの出土である。以下に、素材と形態および使用痕跡から器種ごとに分類し、

遺構内出土と遺構外出土に分けて石器類の特徴を述べる。
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剥片石器 ・剥片 （第３２図 １、第３４図 １）

第３２図 １は、第 １０号 竪穴 建物跡の埋土か ら出土 した。 素材は黒曜石で一部 に表皮 を残す が、両面

の周縁部 に剥離調整が施される。 刃部 には顕著な潰れがみ られ、削器ない し掻器 として使われたもの

と思われる。 第３４図 １は珪質頁岩 の剥片で、不規則 で粗 い割れ方で ある。 この ほか に、採録 しなか

った剥片が ２点ある。

磨製石斧 （第３４図 ２）砂岩 を素材 とす るもので、刃部 を欠損す る。

敲 石 （第３２図 ２）第 ３号土坑 か ら出土 した。破 損品で全体形 は不 明だが、礫 の器面 のほぼ 中

央 に浅 い敲打痕 を持つ。 素材は流紋岩で ある。

石製 品類 （第３２図 ３～ １３、第３３図、第３４図）器種には、砥石、石 臼、石鉢、硯、台石がある。

砥 石 （第３２図 ３～ ８、第３２図 ３～ ９）

遺構 内か ら ８点、遺構 外か ら７点 の総数１５点 が出土 した。形態 的には、断面長方形な い し方 形で

あるが、破損品を含め全体 的に規格性はみ られな い。素材 の切断面が良好 に残っているものは少な く、

僅か に第３２図 ３の端部 にタガ ネの痕跡がみ られ る。第 ３４図 ９は形状 も整 ってお り、端部 に鋸 引きの

痕跡が残 って いることか ら近世の所 産の もの と思われ る。そ の他 のものは、小型のものか ら大型の も

の まで、全面が使用 され ている。第 ３２図 ８や第３４図 ６は、使用 によ り大 き く湾 曲 している。 また、

第３４図 ９を除き、他すべ ての砥 石の面や角 の部分 に鋭利な もので削 り込 まれた よ うな、 刻みや線状

痕がみ られ る。石質 には、 中砥ぎや仕上げ砥 ぎ として使用 され る細粒凝灰岩が多いが、砂岩や軽石製

の もの もある。

石 臼 （第３２図１０～ １２、第３３図 １、 ２、 第３５図 １～ ３）

遺構内か ら ５点、遺構外か ら３点 の総数 ９点が出土 した。全 て破損 して いる。石材はす べて安 山岩で

ある。 これ らは、形態的特徴か ら茶 臼 と粉挽 き臼に分 け られ る。第 ３２図１１と１２は茶 臼の下 臼の縁の

部分で ある。第 ３５図 ３は破損 して いるが法 量か ら茶 臼の上 臼である可能性が ある。側 面 に菱形の装

飾が浮 き彫 りされ ている。中央部 には深 さ３．２㎝ の挽 き木孔 を持 つ。磨 り面は平滑 にな るが、 臼の 目

は周縁 まで達 して いな い。粉 挽き臼は、第 ２号竪 穴住居跡堆積土 か ら出土 した １点 （第 １３図 ５） を

含め ６点ある。第３５図 １は、 ８分画 ６溝 にな る目が周縁にまで達す る。回転方 向は時計回 しである。

第３３図 ２は上 臼で、器体 にノミまた はタガ ネで成形 され た痕 跡 を残す。磨面 の 目は区分 けされ るわ

けで もな く、深い 目の溝 が ３本程刻 まれ る。 また、副溝の機 能 を果 たす のか、主溝 と交差する弧状 の

浅 い溝 がある。回転方 向は不 明であ る。第 ３５図 ２も上 臼で器 体 に直径約 ３㎝ の孔 を持つ。欠損が著

しいため磨面 の状態 は不明で ある。第 ３２図 １０は大部分 を欠損 し副溝のみが残存す る。 回転方 向は反

時 計回 りであ る。第３５図 １は ８区画 ６分割 の 目を持 つが、副溝は摩滅 し浅 くなって いる。器体 のほ

ぼ 中央部 には、芯受け と考 え られ る直径約 ２㎝ の孔 を持つ。回転方向は不 明で ある。

石 鉢 （第３２図 ９） 第 ２号土坑 の底面か ら出土 した。 底部 の破損 品で全体 の ４分 の １程 しか残

存 していな い。器厚は ５㎝ ほ どあ り法量的 には大型で あった もの と思われる。石質 は安 山岩である。

硯 （第 ３２図１３）第 ８号竪穴建物跡 の底面か ら出土 した。小型 の硯で、墨受 けの部 分が破損 して

いる。石材 は頁岩であ る。

台 石 （第３３図 ３、 ４）第 ３号竪穴建物跡底 面 と第 ２号土坑か ら出土 して いる。 いずれ も石 材

は軽石で、素材 の両 面を平坦 に した うえで、片面 に直 径約 １０㎝、深 さ ３㎝か ら４㎝ の凹みを掘 り込

－ １８５－
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んでいる。特異なことは、この凹の周囲は黒く焼け焦げていることである。軟質な石材から礎石とし

ての使用は考え難く、焦げていることから、鍛冶又は火に関連してたもので使用されたものではない

かと考えられる。                                                                  （小山）

第5 節  その他の遺物 （第13図6 ～10）

  上記の第1 節から第 4節までの城館期および近世の遺物のほかに、平安時代の土師器、須恵器や縄

文土器も数点出土している。土師器は、調査区内から他の遺物と混在して出土しているが、竪穴住居

跡の節で図示した以外は、すべて細片で図示できるものはない。全体的に甕の破片が多く、坏はほと

んど出土していない。須恵器は、第13図 6 ～10のほか総数 9 点が出土した。すべて外面調整にタタ

キ目の胴部破片で、器種は特定できない。このほかに、掲載しないが縄文中期の榎林式に比定される

土器が数点出土している。                                                      （新山）
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    第４章 「伝法寺館跡」の縄張りについて　　　　　　　　　　　　　　

         
                                                　　　　　　　小　山　彦　逸

　
はじめに

　
伝法寺館跡は、十和田市中心街から南東約 7㎞、国道 4 号線沿いの伝法寺集落の北端に位置する。

館跡は北北東に突き出た舌状台地の先端を利用したもので、南西部が台地続きとなっているほかは、

深い谷に囲まれ、南南西から北北東に向かって奥入瀬の支流が流れており、標高40ｍの台地に構築

されている。

　昭和38年、国道 4号線を作る際に「津村館跡」（Ⅰ曲輪）の西側部分が破壊されてしまっている。
　

歴史的背景

　伝承などによれば承久元年（1219）に、日の宮中務大夫が伝法寺館跡に居住したが、翌二年（1220）、

南部氏のお供をして甲斐から糠部に下向した「家の子」の一人である津村越後がこの館跡に入ったと

いう。その時に、津村越後が伝法寺館跡の本丸に入り、日の宮氏は二の丸に移ったとも伝えられる。

そのようなことからか、本丸を「津村館」、二の丸を「日の宮館」とも呼称している。

　天正十九年（1591） に起こった「九戸政実の乱」の時には、七戸城主家国によって伝法寺館跡が

急襲されたが、津村伝右衛門が防戦し、結局この館跡を落とすことができなかったようである。

　また、慶長三年（1598）の「館持支配帳」には、「伝法寺　四百石　津村伝右衛門」とも見られる。

　永慶軍記によれば「九戸党七戸彦三郎家国又同夜（三月十三日）五百人の一隊を率いて伝法寺右衛

門を伝法寺に襲う。城主右衛門之を偵知し、防備を設けて敵を待つ。家国城中寂として声なきを窺ひ

喜んで兵を揮き・火を照らして城に迫る。・に於いて城中矢丸雨発し敵の死傷算をなし家国の兵乱る。

伝右衛門之を見、門を開きて突撃し、家国身を以て・る。」とある。

　館跡の縄張り

　伝法寺館跡の縄張り構造は、第36図で示すとおりである。図示表現方法は現存している遺構を実

線で表現し、不明部分については点線で表現した。

　まずこの伝法寺館跡の中心部分であるが、それはⅠ曲輪とした通称「津村館跡」と呼称されるもの

である。このⅠ曲輪北側の西側部分には、大手虎口を睨むように腰曲輪が設けられている。また、北

側の中央部よりやや東側寄りには縦堀と思われる遺構と、縦土塁状の遺構が並行する形で設けられて

いる。この縦堀と縦土塁が設けられている部分はⅠ曲輪のＢとＣとした若干低くなる境部分に設けら

れている。南側の斜面は現在でも土砂崩れの痕跡がうかがえるが、城館としてはあまり手を加えられ

ていないようである。Ⅰ曲輪のＡとした部分は明瞭な段が作られ、立ち上がるというほどにはなって

はいない、緩い勾配でおよそ90㎝ほど高くなっている。おそらくこのⅠ曲輪Ａ部分が城館としては

非常に重要な場所であったと考えられる。また、１曲輪Ａ部分の南側には、通路跡と思われる窪みも

現存している。

　次に、Ⅰ曲輪の西側にはⅡ曲輪が存在している。Ⅰ曲輪とⅡ曲輪の間は自然の沢地に手を加えた堀

跡が存在している。Ⅰ曲輪とⅡ曲輪の堀幅はおよそ17ｍほどである。その堀跡には中土塁が設けら

れている。中土塁の現高は1.7ｍほどで、全長は50ｍほどであるが、南側に進むにしたがい自然に途

切れる形をしている。この中土塁は意図的に屈曲を持たせ、Ⅰ曲輪の腰曲輪のような役割を担ってい

第 4章 「伝法寺館跡」の縄張りについて



－ 190 －

るものと考えられる。そして中土塁が切れた所から、単純な空堀となっていくようであるが、国道 4

号線建設工事部分にかかるために不明である。中土塁の西側部分は堀底道のような通路として使われ

ていたものと思われる。そのためか、Ⅱ曲輪の東側壁面はきれいに切り落とされ、大手虎口を塞ぐよ

うに縦土塁状の遺構を意識的に北東側に迫り出させ、通路部分を塞ぐように作っている。

  Ⅱ曲輪の北側斜面は、急峻に切り落として作っているようである。また、Ⅱ曲輪西側の北側部分は

一部堀跡が残存しており、中世段階のものと思われる。その他の堀跡と思われる部分は現在農道が通

され不明な部分もあるが、おおむね現在の道路幅が堀跡であったと思われる。Ⅱ曲輪の西側台地の南

側には、南側から入って来る人を監視するための平場が作られている。そしてその平場は、順々に高

くなり、中腹段階で見られなくなる。また、Ⅱ曲輪南側の西側部分に平場１と対応する箇所に小さな

平場があるが、遺構であるかどうかの判断はできなかった。

  次に、Ⅰ曲輪とⅡ曲輪の間を通り抜けると「道路 2 」に至る。「道路 2 」は南東側に延びており、当

時存在していたかどうかは不明であるが、道路 2を行くと右側に70㎝ほどの高さをもつ平場が 4 段

設けられ、意識的に中世段階に作られていた可能性が考えられる。さらに「道路 2」はそのまま進ん

で行くと、南外郭と東外郭に挟まれる形となっている。そして突き進むとＴ字路にぶつかり、ぶつか

った道路が「道路3」となり、旧街道ではないかと考えられる。

  もうひとつ大きな特徴は、Ⅰ曲輪と東外郭の間の沢部分には、意識的にその真中に土手状の施設遺

構が作られている。この土手状施設は伝法寺館跡の弱点である東側からの侵入に対する守りのための

施設であるということができる。さらにその土手状施設の西側には屋敷跡と思われるような窪地がみ

られるが、後世のものである可能性も考えられる。



考 察

伝法寺館跡の縄張 り調査を通して言えることは、まず北側に対 して非常に意識した形で館跡が作 ら

れているということができる。すなわち 「北の防御施設」 としての役割が色濃く出た城館であるとい

えるのではないだろうか。そのために Ⅰ曲輪とⅡ曲輪の間に設けられた 「大手虎口」も縦土塁状の遺

構を用いなが ら出入口部分を意識的に狭めたり、また中土塁を設けた りしていることが特徴であると

言える。そ して防御的に弱い東側の沢部分などにも、土手状施設を設けて防御を補強していることも

特徴 としてあげ られる。

次に、従来までは、伝法寺館跡は二つの曲輪から構成されているように言われてきたが、どうも南

東側にある台地も外郭部分として一部手を加えて、加工している可能性が考えられる。そしてなぜ外

郭部分が作 られたのかと考えると、それは道路 （連絡路） といったものを意識した中で組み立て られ

ていった可能性が指摘できるのではないだろうか。

伝法寺館跡の主郭部分は縄張りからみて Ⅰ曲輪であることは確実である。その Ⅰ曲輪の中でもＡと

した若干の高まりをもった場所が中心であったと考えられる。残念なが らこの部分は、国道 ４号線建

設工事によってほとんど消滅してしまっているが、その一部分が今回の発掘調査の対象地となっている。

伝法寺館跡の縄張 りと残存する遺構などから、この館跡の最終年代は１６世紀後半のものであるとい

うことが考えられる。そして、縦土塁の存在や中土塁の存在などか ら、南部氏的な築城技術が多分に

取 り入れ られていると言うことができるのではないだろうか。

おわ りに

伝法寺館跡については、さまざまな伝承などが残されてはいるが、具体的な様相は見えていなかった。

それが国道４号線バイパス建設工事による、記録保存のための考古学の発掘調査によって中世城館の

内容がしだいに明らかになっていくものと思われる。

城館の縄張 り調査は全体像を把握するうえでは非常に有効的ではあるが、具体的内容を理解するう

えでは考古学の発掘調査がより有効的であると言える。

そのような ことか ら、今回の伝法寺館跡の縄張 り調査 と、考古学的な発掘調査が相互に関連 しなが

ら合同の研究が深まっていくことは非常に意義深いものと考えている。

参 考 資 料

青森県教育委員会 １９８２年 『青森県の中世城館』

〃 １９９５年 『洞内城跡』青森県埋蔵文化財調査報告書第１９６集

青森県文化財保護協会 １９６５年 『新選陸奥国誌』 みちのく双書

沼館愛三 １９７１年 『南部諸城の研究』

新人物往来者社 １９８０年 『日本城郭大系 ２－青森 ・岩手 ・秋田－』
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第 ５章 まとめ

本館跡は、第 ２章および前章の記述のとお り、大きく二つの郭で構成されている。調査区は、東側

の津村館跡とされる郭のほぼ中央部にあた り、最大幅約１０ｍ、館跡の北端斜面か ら約８０ｍ程の長さ

の狭長地が対象である。本調査で検出された遺構は、郭内を区画したと思われる段のほか、図上復元

した掘立柱建物跡 ３棟と柱穴と考えられる小穴が２１３個、焼土２２箇所、竪穴建物跡１６棟、土坑３４基、

竪穴住居跡 ２軒、溝跡 １条である。 これ らは、多数が重複し調査区内に密に検出されている。時期的

には、縄文時代か ら近世までと多時期のものが混在 しているが、大半の遺構は、出土遺物か ら１５世

紀から１６世紀頃の館機能時のものであると判断している。館跡全体の規模に比べ小範囲の調査であり、

制約される点もあ り詳細に不明であるが、以下に調査の成果をまとめる。

中世以前の景観

調査では、館機能時以前の縄文時代に比定される溝状土坑 ３基、平安時代に比定される竪穴住居跡

２軒と溝跡が検出されている。 このうち、溝状土坑、第 ２号竪穴住居跡と溝跡は調査区北側縁辺部に

位置 し、竪穴住居跡と溝跡は斜面に壊されている。 このことか ら、館構築以前の本来の地形は現況の

地形よりも北側に迫 り出してお り、館造成時に大規模な地形改変が行われていたことは明らかである。

溝状土坑の検出から、縄文時代には隣接する平窪 （１）遺跡と平窪（２）遺跡と関連 して、沢地を挟む

本丘陵地域一帯が広く狩猟域であったものと判断される。

平安時代には、竪穴住居跡の検出と出土土師器の点数か ら、集落を構成していた可能性がある。溝

跡には、竪穴住居跡のカマ ド先端が重複 しており、竪穴住居跡構築以前に廃絶していたものと判断さ

れ、規模や機能については不明であり断言できないが、 しっか りとした掘 り込みから、単に排水の目

的だけのものではないものと思われる。推測ではあるが、機能的に区画も意図していたものとすれば、

既に平安期に、本丘陵上に館の形態をとっていた集落が存在 し、調査区外に多数の住居跡が展開して

いる可能性も考えられる。

中世の館機能時の景観

第一にあげられることは、調査区ほぼ中央につくられた段により館内部が区画されている事である。

この段差は、地形的に明 らかに切 り落として造 られており、 この段を境に南側の上段の平場と北側の

下段の平場に分けられる。上段の平場は、表土直下に基盤の八戸浮石流凝灰岩面が平坦に見 られるこ

とから、本来の丘陵地形を大規模に造成していることは明らかである。本調査区内では、この削土を

用いて斜面部を拡幅 しているような状態は見られず、顕著な土塁もないことから削土の処理が問題と

なる。調査区北側の水田のある沢地に設定した トレンチの土層中に基盤層の土が見られたことから、

沢地に排出された可能性が強いものと考えている。

第二に、館機能時期に大きく二時期の画期があることである。 この古期と新期とした画期では、館

の立地する丘陵および館内部を大きく改変していることと、館を構成する建物などの構造物に明 らか

に違いがあり、配置などか ら館そのものの使われ方にも大きな違いが認められることである。

しかし、この古期 と新期の遺構を把握できるのは、調査区北側の限られた範囲だけで、上段の平場

では両期の遺構が混在 している。上段の平場で検出された遺構の種類は、基本的に下段の平場のもの

と同じである。制約された調査区で断定は難しいが、竪穴建物跡と掘立柱建物跡の各柱穴の規模を比
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較して見ると、やや大型である感じを受ける。

下段の平場では、土層で古期面と新期面を確認されたほか遺構に違いが見 られる。古期には、前述

の平安時代の竪穴住居跡を壊し竪穴建物跡を構築してお り、竪穴建物跡の重複か ら、頻繁に作 り替え

が行われていたことが判る。 この種の遺構は、中世の遺跡では一般的なもので、その機能などについ

ては浪岡城跡報告書Ⅹや内真部 （４）遺跡報告書などで述べられているとおりである。また、配置的に

も浪岡城跡や根城跡に見 られるように、館の縁辺部に構築される傾向にあり、館の構成上で強い規範

性があったものと考えられる。本館跡のものはすべて一気に埋め戻されてお り、埋土に混在する遺物

か らは１６世紀末までつくられていた と考えられるが、下限については時期決定できる遺物がなく定

かではなく、前章での伝承のとお り１３世紀代に館として機能していたかは不明である。

新期面では、竪穴建物跡を埋め戻し新たに平場をつくり、掘立柱建物跡を構築している。 この新期

面の土は、黒色土を主体にする盛土で、土の出所が問題 となる。上段の平場の上位層を用いたもので

あるとすれば、本館の形状が確立された時期は新期での画期時と考えることもできるが、断言はでき

ない。新期面での掘立柱建物跡 （小穴）は、一見 して多数の焼土跡を囲むようにあることか ら、焼土

跡は掘立柱建物跡に付随するものと考えている。本調査では、上段の平場も含め小穴 （柱穴）につい

て詳細に捉えられなかったが、図示した以上の棟数ないしは、作 り替えがあった可能性は高い。以上

のように、古期 と新期では構造物の構築場所に明確な相違が確認される。古期には、館縁辺に作業場

ないし倉庫と考え られる竪穴建物跡が並び、内部には掘立柱建物跡がつくられる。新期には、掘立柱

建物跡を中心にした構造となるが、上段の平場の構築物が規模的に大きく、前章での記述のように、

本館跡のなかでは重要な区域を占めるものと思われる。おそらく上段の平場は、館主を中心 とした上

位階級層の居住域であったものと推測される。

館の廃絶についても伝承の域をでない。調査区内の土と混入する遺物から、近世ないしは現代にも

盛土されてお り、廃絶後も土地利用されている。

出土遺物から

中世の館機能時に比定される遺物は、陶磁器類で約１００点程、鉄製品と銭貨で約１００点程が出土 し

ている。陶磁器類は年代的に言及できなかったが、１５世紀代は染付、青磁、白磁などの舶載磁器を

主体にし、１６世紀と１７世紀代は瀬戸美濃系陶磁器を主体にしている。器種的には大半が、皿 と碗の

生活用具で他に香炉の破片が １点ある。また、限定された調査区でもあるが、陶磁器類の出土数に比

べ瓦質土器が出土していない点で特異である。陶磁器類は新期の盛土からの出土が多く、いずれも細

片であり、特に染付、青磁、白磁などは焼け焦げた物が多く施釉が溶け剥落 しているものが多い。遺

物の状態から、１５世紀代には火災に伴い館に何 らかの変化があったものと推察される。

鉄製品では、生活用具、武具、建築用具と器種も多様である。陶磁器 と同様に新期の盛土のほか竪

穴建物跡の埋土からの出土が多 く、時期的にも混在している。時期的な区分は不明なものの、生活具

や建築用具からは活発な様相が窺われる。また、武具イコール戦時の備えないし戦時の痕跡では短絡

すぎるが、九戸の乱に係わる伝承をもつ館跡は多く、奥州街道沿いにあり七戸城との位置関係か らも

史実上の戦に結び付 く可能性もある。

このほかに、水滴や硯、天 目茶碗片や茶臼片の出土から、周辺地域を納める有力な上位階層者の居

館であった可能性が極めて強い。 （小田川）
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小野正敏 １９８２ 「１５～１６世紀の染付椀、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究№ ２』日本貿易陶磁研究会

金沢 陽 １９８４ 「１７～１８世紀の陶磁の東西交流とその時代」『陶磁の東西交流』出光美術館

桜井清彦 １９５８ 「東北地方北部における土師器と竪穴に関する諸問題」『館址』

田村壮一 １９８７ 「陥し穴状遺構の形態と時期について」『紀要Ⅶ』（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

永井久美男 １９９６ 『日本出土銭総覧』兵庫県埋蔵銭調査会

日本貨幣商協同組合 １９９６ 『日本貨幣型録』

福地村教育委員会 １９９７ 『苫米地館遺跡』

藤澤良祐 １９８６ 「瀬戸大窯発掘調査報告」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Ⅴ』

水町和三郎 １９８６ 『古唐津』出光美術館

村木 淳 １９９４ 「松ケ崎遺跡」『八戸市内遺跡発掘調査報告書６』八戸市埋蔵文化財報告書第６０集

森田 勉 １９８２ 「１４～１６世紀の分類と編年」『貿易陶磁研究№ ２』日本貿易陶磁研究会

劉 新園 ・長谷部楽爾 １９５５ 『皇帝の磁器』大阪市立東洋陶磁美術館

－ １９４－



大 和 田 遺 跡

写 真 図 版

写真 １ ①遺跡遠景 （南から） ②作業状況 （北から） ③調査区全景から （北から）

写真 ２ ①調査区全景 （東から） ②基本層序 （東側境界面）

写真３ ①第 １号竪穴住居跡土層Ｃ－Ｄ （南から） ②土層Ａ－Ｂ （西から） ③完掘 （南から）

写真４ ①第 １号竪穴住居跡炭化材出土状況 （西から） ②住居跡東側炭化材 （東から）

③住居跡東側炭化材 （西から） ④住居跡東側炭化材 （南から） ⑤カマ ドおよび遺物出土状況 （南から）

⑥カマドおよび遺物出土状況 （南から） ⑦カマド袖断面 （南から）

写真 ５ ①第２号竪穴住居跡内火山灰 （西から） ②土層Ｃ－Ｄ （南から） ③土層Ａ－Ｂ （東から）

写真６ ①第２号竪穴住居跡完掘 （東から） ②床断割り状況 （東から） ③遺物出土状況 （東から）

写真 ７ ①第２号竪穴住居跡遺物出土状況 （南から） ②カマド検出 （南から） ③カマド精査 （南から）

④カマド断割り （南から） ⑤床面焼土及び遺物 （東から） ⑥床面焼土断割り （南から）

写真８ ①第３号竪穴住居跡検出 （西から） ②火山灰検出状況 （東から） ③土層断面 （西から）

写真 ９ ①第３号竪穴住居跡遺物出土状況 （西から） ②完掘 （南から） ③床断割り状況 （西から）

写真１０ ①第 ３号竪穴住居跡カマ ド （南から） ②カマ ド断割 り （南か ら） ③煙道土層断面 （西か ら）

④煙出孔土層断面 （西か ら） ⑤遺物出土状況 （北西隅） ⑥遺物出土状況 （南東隅）

写真１１ ①第 ４号竪穴住居跡内火山灰 （西か ら） ②土層Ａ－Ｂ （南か ら） ③完掘 （西か ら）

写真１２ ①第 ４号竪穴住居跡完掘 （西か ら） ② カマ ド （南か ら） ③カマ ド断割 り （南から）

④カマ ド土層 （西から） ⑤土師器出土状況 （南か ら） ⑥苧引金出土状況 （南から）

写真１３ ①第 １号周溝完掘 （西から） ②第 １号土坑土層 （南から） ③第 ２号土坑完掘 （西から）

④第 ３号土坑完掘 （北から） ⑤第 ４号土坑完掘 （西か ら） ⑥第 ５号土坑土層 （南か ら）

⑦第 ８号土坑完掘 （南から）

写真１４ ①第Ⅲ層遺物出土状況 ②第Ⅴ層遺物出土状況 ③第Ⅴ層遺物出土状況 ④第Ⅴ層遺物出土状況

⑤第Ⅴ層遺物出土状況 ⑥第Ⅴ層遺物出土状況

写真１５ 第 １号竪穴住居跡出土遺物 （５－ １～ ５－ ７） ・第 ２号竪穴住居跡出土遺物 （９－ １～１０－ ７）

写真１６ 第 ３号竪穴住居跡出土遺物 （１３－ １～１４－５） ・第 ４号竪穴住居跡出土遺物 （１７－１～１７－ ２）

写真１７ 遺構外出土遺物 ・石器
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